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I はじめに

ーロにオセアニアと言っても、オーストラリアのような大陸に対して、広範な海袢に散

任する大小の島々があり、赤道近くの熱帯島しょ群に対して、温和な気候のニュージーラ

ンドがあり、また、オーストラリア、ニュージーランドのような先進国に対して、太平洋

戦争後に独立を果たし、今以て途上国に属する諸国があるように、多くの二面性が多面的

に絡み合う複雑な様相を呈している。そのため、オセアニアについてどのような角度から

説明するかによって、その趣は大変異なってくるものと息われる。

農業生所の面からその特質を区分けして見た場合でも、国土が狭く人口の少ない島しょ

で、小規校で伝統的な股業を営む国々と、オーストラリアのように大規模で先進的な農業

を常む国等オセアニア地城の農業及び農業研究の実態は一様ではなく、それ等に関する

梢報凩にも憐淡がある。

家畜生廂の!iiiでは、牛肉、平毛等の生産屈が多く、大畜）疫［月としてつとに名高いオース

トラリアとニュージーランドの家畜生苑の実惜、畜瓶研究についての1廿報に関しては接す

る機会も多いと屈われるが、これらの国における途I::国への研究援助の仕組み、組織等に

関する梢報は依然として乏しい。

島しょ諸国における農業研究、その内でも、特に家畜生廂に関する分野での研究組織、

研究内容についての調査がこれまで不十分であったために、これらに関する梢報が極めて

少ないのが実梢であり、同地域における家畜生産及び畜産研究の実態に重点を於いた調査

を早急に実施する必要があった。

また、島しょ諸国に対しては、従来よりオーストラリア等の先進国から国際的研究協力

や支援活動が行なわれているが、それ等の諸活動についても、現実には、現地においてど

のように連営されているかを詳細に調査する機会はこれまで忠まれなかった。従って、先

進国の途上国における諸話動がどのような組織に則って遂行されているものか、認識を深

めることが必要であり、同時に、将来熱常農業研究センターがオセアニア地域を対象とす

る研究戦略を策定する場合や、共同研究の内容に広がりを持たせようとする場合に、参考

とする知識や責料を収集し、整えていくことが必汲である。

本調査報告は、一＼叩'J部門別洵外調査「オセアニアの家畜生産実態調査」として実施され

たもので、フィジーのように比較的人口が多く、農業研究施設が整っていて、日本からの

援助経験も深い島しょ国、パプアニューギニア (PNG) のように／設業生産・農業技術の普

及など、種々の点で発展の途上にある国、熱術股業に関して、輻広い経験と高い研究レベ

ルを保ちながら途上国に対する研究援助を梢極的に行なっているオーストラリアの CSIRO

傘下の諸機関、及びカナダの悔外援助機関である InternationalDevelopment Research 

Centre (IDRC) を対象に選び、家畜生旅の実態調杏を主体として、それ等を支援する農業

研究状況と、リり発途I::国に対する農業研究援助の仕組みに関する調査結呆を取り腕めたも

のである。

本調査の判噌i、現地における調杏活動に際して、大使館、国際協力事業団 (JICA) 、青

年汁い外協）J隊、 M現地―1ド務所、畜脱振肌事業HI、その他訪Ill)先など、内外の多くの告様か

ら手原いご援助やお世話をI貝いた。ここに記して、心からの謝；紋を表する。
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I オセアニアの家畜生）産および畜産研究実態調査の概要

目

期

的

間

オセアニア地域における家畜生産および畜産研究実態調査

平成元年 l月30日~2月28日 (30日間）

調査国名 フィジー、オーストラリア、パプアニューギニア、シンガポール

日程の概要及び訪問機関名

1月30Fl (月） 東京（成田）発（空） フィジー（ナディ）着

31日 （火） ナディ発（空） スヴァ着 在フィジー H本大使館表敬、 HCAフ

イジー事務所、コロニビア農業試験場 (KoroniviaResearch Sta-

t ion) 

2月 1日 （水） JICA米作技術プロジェクト

2日 （木） シガトカ畜廂試験場 (SigatokaResearch Station) 

3日 （金） スヴァ近郊農業地術 スヴァ発（空） ナディ沿

4日 （土） ナディ発（空） オーストラリア（シドニー）着

5日 （日） 畜廂振典事業団シドニー事務所

6日 （月） シドニー大学股学部 (Facultyof Agricul turc, Univcrsi ty of 

Sydney) 

7 [l (火） コモンウエルス科学瓶業研究機構 (CSIRO) イアン・クルーニー・ロ

ス畜産研究ラボラトリー (IanClunies Ross Animal Research 

Laboratory, Division of Animal Production) 

8日 （水） シドニー発（空） キャンベラ沿 在オーストラリア日本大使館

表敬、オーストラリアrn際股業研究センター (AustralianCentre 

for International Agricultural Rcsearch:ACIAR) 

91=] (木） CSIRO国際研究協）Jセンター (Centrefor IしesearchCooperation 

: CIRC) 

10日 （金） CSIRO畜産・食品科学研究所 Onstitulc of Animal and Food 

Science) 

11[-j (土） キャンベラ近郊農業地幣

12日 (u) キャンベラ発（空） ブリスベーン着 ブリスベーン近郊農業地
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帯

L3日 （月） CSIRO然術畜瓶研究所 (Divisionof Tropical Animal Science) 

14日 （火） プリスベーン発（空） ロックハンプトン泊 熱瞥家畜研究セン

ター (TropicalCattle Research Centre) 

15日 （水） 国立家畜育種場 (NationalCattle Research Station) 

16日 （木） ロックハンプトン発（空） タウンズヴィル杓 ジェームスクッ

ク大学熱楷限医学部大学院 (GraduateSchool of Tropical 

Veterinary Science, James Cook University) 

17日 （金） タウンズヴィル発（空） ケアンズ杓

ts日 (lー：） ケアンズ発（空） パプアニューギニア（ポートモレスピー）杓

在パプアニューギニア日本大使館人敬

19日 （日） ポートモレスビー発（空） ラエ着 ラエ近郊股業地常

20日 （月） パプアニューギニア技術大学股学部 (Departmentof Agriculture 

Papua New Guinea University of Technology) 

21日 （火） l';i地帝沌研究センター (PastoralResearch Centre) 

22 LI (水） ラエ発（布） ポートモレスビー沿 ボロコ地区農業地楷

23日 （木） 国立獣医学研究所 (NationalVeterinary Laboratory) 

24日 （金） CSIROスクリューワームフライプロジェクト (Screw-WormFly 

Project) 

25日 （土） ポートモレスビー発（空） シンガポール杓

26日 （日） 郡市近郊畜1}侶経営地帯

27日 （月） 国際開発研究センター束南アジア、束アジア地城'}り務所 ([ntcr-

national Development Research Centre, Regional Office for 

Southeast and East Asia) 

28日 （火） シンガポール発（空） 束成（成田）沿

．．
 -］ 4

1
 

程 オセアニアの家畜生脱実態，淵介に赴いた出11先国及び経路は図ー 1 の

通りであった。
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IJ I閲杏内容

1. オセアニア地域の概要

オーストラリア大陸、ニューギニア島、ニュージーランド島、その他赤道を中心とした

広範な範囲の悔祥'.に散在している島しょ群で構成される地域がオセアニア、または大洋州

と呼ばれている地域である。オーストラリアとニュージーランドを除いたこの地域におい

て、戦後になって西サモア、 トンガ、ツバル、フィジ一、キリバス、バヌアツ、ナウル、

ソロモン群島、パプアニューギニア (PNG) の 9カ [I]が独立した。以上の11独立国の他

に、非独立地城として、ニュージーランドと白山迎邦の関係にあるクック諸島とニウェ、

フランス悔外領」：（ニューカレドニア、フランス領ポリネシア、ワリス・フュチュナ）、

米信託統治領（北マリアナ連邦、ミクロネシア連）il、マーシャル群島、パラオ諸島、いず

れも自治政府を持つ）、米領（グアム、サモア、ウェークなど）がある。

これらの国々の概疫として、領土、人口、密度とその都市部、非都巾部住民の比率等を

表ー 1に示した。最新の推定によると、これら新独¥f.国の内、 PNCの 3,499,000人('86

年）、フィジーの 714、000人('86年）以外は、いずれも人口は20万以下である。ツバルの

人口は 8,229人('85年）、ナウル共和国のそれは 8,042人('83年）と、世界で最も人口の

少ない最小の独立国である。人口密度はこれら 2国が際立って1¥':jく、 トンガ王国がそれに

次いで翡いほか、人口密度の希柑な国が多い。

南太平洋の楽園と称され、漁業、農業、酪農（畜脱）や、地下鉱物責源に恵まれた地域

も、最近になって世界の注目を集めるようになった。すなわち、核艦船の帰港間厖をめぐ

るニュージーランドとアメリカ、オーストラリアとの不協和音、ニューカレドニアをめぐ

る宗主国フランスと現地住民との間の紛争笠である。表ー 2にこれらの島しょ諸国および

PNCの主要産品の愉出状況の例を示した。

2. フィジーのJ塁業及び農業研究の実態

1) フィジーの概況

フィジーは、首都スバ (Suva)のあるビチレブ (Viti Levu) 島とバヌアレブ (VanuaLevu) 
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表ー 1 オセアニア諸国の概要 （ ） 調査年

国名

（）独立年

面

kin 

梢 人

人

ロ 人口密度

人/krri 

首都住民 地域住民

人 ％
 

オーストラリア (39) 7,682,300 16,180,000 (87) 

ニュージーランド (47) 269,057 3,501,000 (87) 

フィジ一共和国 (70)

キリバス共和国 (79)

ナウル共和国 (68)

ソロモン群島 (78)

トンガ王国 (70)

ツバル (78)

バヌアツ共和国 (81)

西サモア (62)

クック諸島

ニウェ

ニューカレドニア

仏領ポリネシア

ミクロネシア連邦

ワリス・フュチュナ

北マリアナ連邦

マーシャル諸島共和国

パラウ共和国

グアム

アメリカンサモア

ウェーク

ピトケアン諸島

トケラウ

ノーフォーク島

18,333 

720 

21. 3 

29,785 

697 

25.9 

12,189 

2,934 

234 

256 

19, 103 

4、200

698 

274 

471 

180 

367 

541 

197 

6.5 

4.5 

10.1 

35 

723, 000 (87) 

66,000(87) 

8,042(83) 

パプアニューギニア (75)461,693 3、490,000(87)

293,000(87) 

99,000(87) 

8, 229 (85) 

140,000(86) 

166,000(87) 

10, 185 (86) 

2, 531 (86) 

145, 368 (83) 

176,543(85) 

85,200(87) 

12,391(83) 

19,635 (85) 

35,000(86) 

14,000 (87) 

105,662(86) 

32, 297 (86) 

300 

62 (86) 

2.1 274,000(85) 

13.0 328,000(86) 

39. 4 73,000 (87) 62. 8 (76) 

91.7 21,000(87) 70.3(73) 

377. 6 400 (77) 

7.6 120,000(80) 87.0(80) 

9.8 

142.0 

317. 7 

11. 5 

56.6 

43.5 

9.9 

7.6 

42.0 

122.1 

45.2 

41. 7 

194.4 

38.1 

195.3 

163.9 

46.2 

13.8 

30,000(87) 90.8(76) 

29,000 (87) 79. 7 (76) 

2,810(85) 

14, 000 (86) 81. 0 (79) 

34,000(87) 78.9(81) 

10,000(86) 70.2(74) 

77.9(76) 

60,000(83) 39.0(76) 

26, 000 (87) 

--- 100.0(76) 

17, 185 (85) 6. 0 (80) 

12,800(86) 40.0(80) 

8, 100(87) 37. 0(80) 

9.1(70) 

56. 8 (74) 

1,690(86) 167.3 

2,367 (86) 67. 6 
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表ー 2 1981年における主要産品の輸出

旅業 殷業 木材 鉱物 貝類 その他 合計

しー・""- ~ - --・-- ・- - ・-

アメリカンサモア 166,701 5,552 1,383 173, no 
クック諸島 1,955 218 l. 655 3,858 

フィジ一 17、515159,111 2,063 12,376 89,110 280,175 560、350

フレンチポリネシア 22 4,688 3,689 16,922 25,321 

ニューカレドニア 33 516 222,371 739 63,271 286,938 

ニウェ 152 302 454 

パプアニューギニア 34,838 211,302 57,380 388,898 465 40,763 733,646 

ソロモン諸島 22,187 17, 109 16,232 525 407 1,676 58,136 

トケラウ 61 3 64 

トンガ 15 5,789 88 1,815 7,707 

ツバル 29 5 34 

バヌアッ 10,581 189 14,297 25,067 

西サモア 6,669 249 2,694 9,612 

表ー 3 スバにおける平均気温表 （単位：℃、 mm)

月 ー 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 ，
 

10 11 12 

平均気温 26.3 26.3 26.1 25. 7 24. 7 23.9 22.9 22.9 23.5 24.2 24.9 25.8 

降水屈 321 313 399 385 272 160 162 155 218 216 268 291 

表ー 4 貿易額の推移 （単位：百万ドル）

年 '82 '83 '84 '85 

輸出 253 222 250 238 

日本の輸入 5.8 8.3 7.8 10.8 

輸入 411 429 123 140 

日本から輸出 53.6 57.2 52. 7 19.4 
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島の二つの大きな火山島、及びその南束側に散らばる多数の小火山島や小珊瑚礁群から成

り立っている。面積は日本の四国とほぼ同じで、これら 2島が全面積の 90%以上を占めて

いる。両島とも中央部に山岳地楷があり、平野部が少ない。

これらの島々は貿易風楷にあり、夏は北か北西の湿った風が吹き、冬は南束風が吹く乾

期となる。首都スバのある束部地域は多雨地楷であるのに対し、山岳地楷で隔てられた西

側は水不足に悩まされる乾燥地である。

北半球にある日本とは反対に、南半球に位附するフィジーのスバでは、 12、1、2月が夏

期（雨期）に当たり、気温が高く、降雨屈が多い。また、 6、7、8月が冬期（乾期）に当

たり、気温が比較的低く、降雨晟も少ない。表ー 3にスバにおける月別の平均気温及び降

水量を示した。

2) フィジーに関する統計

面積 18, 333km 人口 723,000人 ('87) 人口密度 39.4人/k面

主要民族 インド系 48.6% フィジー系 46.2% 混血•その他 5.2% 

疫言語 英語（公川語） フィジー語（ポリネシア系） ヒンディ語

主疫宗教 キリスト教 16% ヒンズー教 12% イスラム教 9% 

国民総生）祖 (GNP) 12.5億$('84) 経済成長率 3.0%('73~'83平均）

1人当たり GNP 1,840$ C81) 年平均増加率 1. 0% 梢費者物{dli上昇率 2% ('86) 

通貨単位 フィジー・ドル (F$) l米ドル= l. 117F$ ('85) 

成人識字率 男 84% 女 71%

/~ 信業別労励者人口 ('85)1災林挽業 21.6% 製造業 11. 0% 卸・小光業 17.3% 

金融・不動廂 1ふ8% 行政・サービス 15.5% 述輸・通伝 12.5% 

主疫作物 農業（サトウキビ、コプラ、コメ）、畜光業、漁業、工業（砂糖旅業）

鉱業（金）、観光業

t汲天然汽源 金、木材

3) フィジーの貿易

貿易肉係国

輸出 イギリス :rn.6% オーストラリア 13.1% ニュージーランド 6.1%

アメリカ 1. 7% 日本 2.3%

-10-



翰入 オーストラリア 34.9% ニュージーランド 17.0% 日本 15. 1% 

シンガポール 5.5% アメリカ 4.1% 

主疫品日別（単位：百万 F$)

帷出砂粕 110.0 金 20.5 ココナツ油 18.5 魚（缶話・冷1w) 14.4 

木材 4.4 

愉入 石袖 115.4工業製品 100.8機械類 91. 6 食料品 80. 1 化学品 38.8

フィジーの貿易額の推移を表ー 4に示した。経年的に見ても全体として人超である。下

段の数字は貿易fit全体に占める H本との貿易屈を示している。日本からの輸出に比較して

フィジーからの愉出が極端に少ないこと、また、日本向けの輸出が年々附加の傾向にある

ことが伺われる。

4) フィジーの政治、経済、社会状況

フィジーは 1874年に英国の植民地になり、 1970年に独立したが、英連邦加盟国の一員

であり、依然として英国女王を元首とするため、総督が女王の権限を行使している。国政

は議会制[¥;じ主義に）』づいて行われ、 1ヽ 員会は上院 (22名）と下院 (52名）からなる。下院

議員選学は人種的']バりを図ってフィジー系、インド系、その他の 3民族に議府が公平に分

配されるような仕組みになっている。独立以来「パシフィック・ウエイ」を提唱し、強力

な指蒋力を発押してきたフィジー系色の強い現政権に対して、 87年 5月の総選挙でインド

系住民を母体とする政権が成立すると、ただちにフィジー系勢力による軍事クーデターが

発生し、共和国となった。

主要産業は、砂糖、コプラ、鉱業（金）、観光で、最近では軽工業も発達している。こ

の国は南太平粋で最も経済I)り発が進んでおり、国の経済は砂糖の輸出と観光に大きく依存

しているために、砂糖価格の安定を図る努力をしており、フリーポートとして観光客の話

致に努めている。また政府は、日下旅業と林業の開発に）Jを往いでいる。

フィジーでは、 19世紀木以降、砂糖キビ栽培のために多数のインド系労働者を移民とし

て受け入れた経綽があり、現在では全人口の過半数を古め、先住のフィジー系を上回って

いる。これらのインド系や小数の中国系の人々は麻オに長け、勤勉な働き者が多く、フィ

ジーの経済の実権はかれらが常捉しているのが実状である。また、ーカでは、ほとんどの
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土地はフィジー系に帰屈しており、社会の構造が極端な形で固まっている。その他に、フ

イジー系はキリスト教、インド系はヒンズー教とイスラム教というように、文化、宗教の

面でも際立った相違を見せている。そのためか、過去より現在に至まで、伝統的に政治、

経済などで、事有るごとに鋭い対立が生じている。

5) フィジーの農業所轄省及び農業研究機関

フィジーの '85の産業別労働者人口に占める農業従事者は 22%と以外に低く、農業が主

体となっている国とは認め難いほどの人口比率であるである。）悶業関係の行政は第一次脱

業省 (Ministryof Primary Industries)が所轄しており、農業に関する試験研究機関は農

業部(Departmentof Agriculture)傘下の試験研究部門 (ResearchDivision)に統括されて

いる。

フィジーの腹業研究所は、 '87の AnnualResearch Reportによると、二つの島に以

の様に配隧されている。

パニアレプ島

Wainiga ta Res. Stn. Scaqaqa Res. Stn. 

ヴィチレブ島

Koronivia Res. Stn. Naduruloulou Res. Stn. Sigatoka Res. Stn. 

Legalega Res. Stn. Dobuilevu Res. Stn. Coconut Res. Centre -Taveuni 

第一次股業省及び KoronibiaRes. Stn.、SigatokaRes. Stn. 訪問の手続きと手配の

一切を、 JICA本部の総務部を通じてお顧いし、フィジー事務所古田所長と JICA米作技

術プロジェクトの削芙氏の手を患わせることとなったが、殷業試験に関する種々の梢報を

得ることができ、その骨折りに対して大変感謝をしている。

ナディから 30分ほどの空の旅でスバに到府した。途中、飛行機の窓から下の述なる山

岳地幣を眺めたが、段々とスバに近付くに従って、雌似状の淡い緑から、樹木が生茂り、

浪い緑に変わっていく様子に蔑かされた。小さな島でありながら、西と束ではずいぶん様

子が異なることが印象的であった。西部と束部では季節により雨惜が異なり、乾期には西

部では早魃となるとのことであった。

最初に JICAの事務所に、次いで大使館に行き、フィジー及び周辺の島々の農業環境・
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梢勢についての屈礎的な梢報を得ることができた。特に印象に残った内容は、ヴィチレブ

のような大きな島に比べて、経済的、社会的に大変困難な事情を持っている数々の小さな

島の産業を如何に育成していくかという事であり、島々の実状をつぶさに見る必要性と、

事態に対する深い認識を持つ必要性を感じた。その後、 JICAの技術協力の場でもあるコ

ロービア農業試験場に赴き 、 Director of Researchの Dr. R. N. Duveに会い、フィジ

ーの農業研究の組織、研究の概要笠の活動状況について話し合いを行なった。

6) フィジーの農業研究の概要

フィジーのJ煤業研究は、作物研究、帝脱研究と SpecialistServicesに、大きく三部

門に分けられている。以下実施研究の内容を列品する。

(1) 作物研究

1. コメ（スタッフ 8名、 JICA1名）

コメ品種の収集と消人、育種及び品種比較 (IrrigatedTrials & Dryland Trials) 

栽培法とその関連研究

病虫害防除 (LeafRo! !er, Plant Popper, Brown Spot Disease) 

雑が防除（除箪剤の効呆）

股業機械（機械化と応）IJ研究）

JICA米作プロジェクト

2. 根菜類（スタッフ 5名）

Daro(Taro): 脊種と品種評価、収凩試険、柏物生理研究、 1丙虫＇湘防除

Ginger 

Kumara 

Yaqona 

納1Jf虫防除 (Nematode, Fusarium Rot, Scale Insectの防除）

育種と品種評価（肱敗病抵抗性品種の導入）、収贔比較

病虫古防除、複合病対策、 Root-knot Nematode防除

National Collections 

3. 野菜 (llorticulturcとしてスタッフ 11名）

Potato 

Garlic 

品種選定と評価、栽培法研究、貯蔵研究

品種選定と評価、栽培法研究、貯蔵研究

Onion : 品種選定と評価、栽培法研究、貯蔽研究、 Solarization、雑収防除、

4. 木本作物 [Treecrops] (スタッフ 7名）
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Cocoa : 育種と品種試験、ハイブリッド試験、悔外からの品種導入、施肥試験

Coffee 

Coconut 

剪定試験、病虫害防除 (BrackPod Disease, Ringback Borer, Stern 

Borer) 

Coffee Twig Borerの防除

育種と品種試験、 CoconutSeeds Garden, 授粉試験、雄性株選抜、後

代検定、栽培法試験、病虫害防除と消毒 (DryBud Rot, Coconut Flat 

Moth) 

SCEP(8名）：品質の均一化試験、最矩栽培期限試験、施肥試験 (Tomato, Cabbage, 

Carrot, Bean, Squash, Maize & Greenhouse) 

5. 果樹 (Horticulturcとしてスタッフ 11名）

Citrus : 品種収集と比較試験、栽培法研究、病虫害防除

Pawpaw : 品種選定と評価試験栽培法研究

Pineapple : 評価試験、栽培法研究

Passionfrui t: 栽培法研究

Mango : 品種収集と比較試験

Fruit General: 熱帯果樹の収集

Cardomonn : 収量試験

6. 食用マメ類（スタッフ 4名）

Pigeon Pea: 品種収集と比較試験、栽培法研究、病虫省防除

Cowpca、Urd、Mung、Peanut、PulseGeneral: 品種収集と比較試験

(2) 畜産研究

1. 肉牛飼育

牧位生1祖、牧が栽培研究、牧野雑r,'f.防除、牧野改良

2. 乳牛飼育 (Dairy& Pigsとしてスタッフ 8名）

育種、乳生産、子牛離乳、世代更新、家畜衛生、補助飼料、群管理、牧信地更新、

牧野研究

3. 裕豚 (Dairy & Pigsとしてスタッフ 8名）

肉生廂、病気と健康管理、飼料研究

4. ヒッジ飼有（スタッフ 6名）
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増殖と生J崖性研究、

5. ヤギ飼育（スタッフ 8名）

飼料給与試験、ヤギの病気と健康管理 (ACI AR) 

(3) Specialist Services 

l. 農業機械（スタッフ 2名）

全体作業

2. 植物一般管理（スタッフ 1名）

植物標本館、植物淋入、呆樹蒋人

3. 柏物検疫、古虫肋除 (;3& 1合わせてスタッフ 15名）

検疫、助言と診断

4. 種子検定 (3& 4合わせてスタッフ 15名）

種子検定、ジーンバンク

5. 化学検査（スタッフ 13名）

一般分析サービス、農業化学、生化学、食品化学、食品加工、法医学的検査

7) コロニビア農業試験場訪11¥J

コロニビア農業試験場はスバ市内と空池との中間にあり、市内の中心部から約15分位の

ところに位附していた。試験坦の作物部門の案内は、 Plant Protectionに所J函する Mr.

J. Kumarが行なった。その際にフィジーの農業試験塩の組織についても説明を願った。

彼は PlantProtectionの PlantPathologyを例にして、全体像を話された。以下彼の

説明によるフィジーの）悶業行政組織及び農業試験研究所の組織を図ー 2に示す。

なお、 PlantProtection Section内部の組織・役割は及びその対象は図ー 3のようで

であった。

Mr. J. Kumarの案内で最初に ChemistrySectionを訪れ、実施している仕事の内容を

伺った。この Sectionでは冷 );;(y-吸光分光光度叶を川いて、主に植物体に含まれる微屈

元索の Cu、Zn、Mn. Fe、Na、Ca、Mg、K、P、N、Sを測定していたが、 Boの分析は大変

難しいとのことであった。また、土壌中のミネラルとして I'、C、Nを測定していた。他

に FoodAnalysis Lab. と PoliceInspection Lab. があり、食品の品質管理や法医学的

な目的の分析を行っているということであった。
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図ー 2 フィジーのJ農業行政組織及び農業試験研究所の糾織

Plant Protection Section 

Entomology 
Rice Pests 
Taro Beat le 
Ginger Scale 
Citrus F.S.Moth 
Coconut R. Bealle 
Vegetables W.Fly 

P. Pathology 
Yaqona Wilt 
Ginger Rot 
Cocoa Black Pod 
Taro Virus 
Kumara Scab 
Tissue Culture 

Nematology 
Yaqona Nematoda 
Ginger Nematoda 
VcgctablesNcmatoda 
Fruit Ncma toda 
Pulse Nematoda 

I 
Advisory 

Farmers 

Services 

Extention Staffs 
Private Enterprises 
Govt. Organization 

Pesticide 
Registration 

I 
Quarantine 

Post Entry Quarantine 
Intcrna t ional 

Training 

Pest & Disease 
Surveys 

図ー 3 Plant Protection Sectionの組織・役割及びその対象
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Coconutsの研究寮では、栽培と収穫作業を機械化する日的で、機械、人力、畜力を組

合せた総合的作業体系の構築を計J!lJj中であるとことであった。現在フィジーでは、ガソリ

ン l院の値段は 67セント（約90円）しており、国民経済の上から翡価につくために、実

用面からは機械化を必ずしも理想とはしておらず、人力と畜力を機械と結び付ける工夫が

必要であるとの説明であった。

Plant Protec lion Sectionでは、最初に FruitPiercing Mothの被古状況について、

話をllHかせてもらった。 Gingerの Root Rod などのネマトーダの生態及びその被;•;-状況

についての説明を聞いたが、それによると乾期にはイネ科の植物よりもマメ科の植物がホ

ストとなって生存し、雨期になって水と七壌の移動につれて、長距離を移動することが明

らかとなった。ネマトーダ月］の殺虫剤筈の農梨をあまり使用しておらず、また、使用して

も有効性が永続しないために、 Gingerでは 40%の収屈減だそうであった。

Dairy Sectionでは、 Mrs. Alma Vuniagaに説明を願った。それによるとコロニビア試

験場では、乳牛飼投と投豚に関する試験が主体で、ニワトリについてはフィジーカレッジ

で、肉牛はシガトカ試験場で行っているとのことであった。

フィジーの乳牛は、ジャージーとホルスタインがじ休であるが、最近はサヒワール Xジ

ャージーも多くなっており、ジャージー、ホルスタイン、サヒワールの粘液をニュージ一

ランドから入れ、農家に販売する形態で個々の農家の雌牛に対して人工授粘を施している

とのことであった。

Dairy Sectionでは、現在 79haの敷地に 130頭飼育しており、その 50頭を常時搾乳し

ている。試験場では季節繁殖を実施しており、 5-6月と 11-12月のニシーズンに分けてい

るが、殷家では周年繁殖である。図ー 4にフィジーの乳牛の理想的乳生廂サイクルを示し

たが、これはあくまでも理想であっって、 12ヵ月間隔のサイクルを保つことは困難とのこ

とであった。

試験場の｝店地の内で半分をセタリア、パラグラス、コロニビアグラスを主体とした改良

草地にしている。ルキナを保白質飼料としてもちいているが飼料総凪の 50%以上摂取する

とミモシンの毒性が表れるとのことであった。

搾乳及びウシの世話は常時 5名の雁用者によって行っている。 Sectionで使っている濃

屈飼料の内容は大麦フスマ、モラセスに 20%の保白質を合むココナッツミールを配合した

もので、季節によりココナッツの供給状況が異なり、配合の割合も異なる。配合飼料はマ

シーンミルキング中に与えている。
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図ー 4 フィジーの乳牛の理想的乳生旅サイクル

表ー 5 フィジーの牛乳生産屈 (1、OOOton)

年 生産量 自給率％ 輸入屈 稔"ヽ瓜~--'f, 

83 529 24 1,693 2,222 

81 594 23 2,005 2,599 

85 609 22 2,174 2,775 

86 139 16 2,317 2,756 

87 601 21 2,308 2,909 

表ー 6 自然祁地と改良1¥1地におけるウシ増体屈の比較 (kg) 

年令 離乳 (6-8mo) l 2 2/2 3 1 

自然位地 165 180 290 395 505 

改良収地 I205 270 130 510 

・一『一--・---・--- ・--- -- -―- ---- . 呵---・-. ---- - -・・---- - - --
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島には 230戸の農家が乳牛を飼育しており、飼育規校は 10~ 150頭／戸で 70頭平

均となるとのことであった。牛乳の生産地帯は島の南東部に集中しており、そこにはフィ

ジーに唯一のミルクコレクションセンターがあるとのことであった。

試験場の平均乳屈は 9踪／日／頌で、一乳期当たり 2、000kgの生所屈である。農家の平

均乳凩は 1~5靡／日／頭で、ジャージーやホルスタインの Jfllを引く品種としては、かな

り低い生苑量である。ちなみに日本のホルスタインの平均乳生所屈 22kg/日、約 6,700kg 

（昭和60年）と比較してもたいへんな相違である。インド系の人々が主体となって、乳牛

を飼育しており、乳'i洲砂しよりも飼投頭数の増加を求める傾向が強い。インド系の人々は

フィジー系の人々が所打する上地を買うことが出来ず、｛翡地をしているので、長期間の土

地使用計画が成り立たず、上地への投資も行われていない。乳製品の国内生産散は消費量

の 20%程である。これを 10%に高めることを目標としている。牛肉・卵は 100%自給、豚

肉は 95%自給しているが、飼料似料の白給は 60%で、不足分を主にトウモロコシの輸入に

頼っている。

,&-5にフィジーの牛乳生）｝信の推移をぶした。乳牛．）ゞctUは年により変動が大きく、生）登

のW/JJIIを誠み取ることは難しい。年を追って相対的に,,喩人鼠が漸附しているため、自給率

は漸減の傾向を示している。国民の牛乳梢費は確実に増加しているため、自給率を伸ばし

て国内生廂凩を悩めていくためには、今後一肘のエ夫が必要であることが伺われた。

乳牛の納気では、乳房炎の発茄は多いものの、ブルセラ、牛結核、ダニネツは非常に少

ない事が特徴であるとの事であった。疾病汚染の少ない投重な資源としての保持と、外部

からの病気の侵人を防止するために、生体での輸人を極力控え、ニュージーランドやオー

ストラリアから粘液を輸入することで対応しているとの事であった。

豚の雑種利川を行って生脱性を高めているが、種豚の組合せではデュロックとランドレ

ースが良く、それも F, よりも p2 の成紹が勝れているとの事であった。義豚用飼料に

は、外貨を必要とする翰入トウモロコシの使用屈を出来得るかぎり押さえ、砂糖生産の副

産物として骰窟に生産されるモラセスを使う工夫をしている。フィジーでは、キャッサバ

（スイートタイプのみ栽培）は、人の食料として価格が閥く、飼料としての利用には難点

がある。豚肥育川飼料の配合についてどのような」：夫をしているかIサlいてみたが、島内で

生所可能な飼料厭料のみの組み合わせの例として、ミルミックス、ココナッツミール、モ

ラセス、動物油（タロー）、魚粕、ミートアンドボーンミールに塩類を添）LJIJしたものが、

トモロコシを主体にした既{f-の配合飼料と比較して、半分の価格、肥育期間が 1週間短い
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成績を得たとの事であり、フィジーで地場生産される飼料原料は充分に有効である事を証

明していた。

夏（雨期）に多く、冬（乾期）に少なく偏在している箪資源の周年飼料利用のために、

貯蔵の方法を工夫しなければならないと考えており、そのためには、収のサイレージ化の

知識及び技術の習得が必要であるとの品識であった。

その他の雑梢報として、一般労働者の賃金は 1日当たり 10フィジードル (F$)、ーカ月

300F$が相場だと広う。股家貸金は半分の 5F$になるそうである。

島の土地所打は、 80%がフィジー系フィジ一人の所イiになり、他人種間の売買は不可能

であるが、 13%がフリーランドで光買が可能な土地とのことで、 rlj街地、プランテーショ

ンの跡地がこれに当たる。残りの 7%は国有地である。

フィジ一国内では、主にインド系フィジ一人が主食とする米の 50%を自給しているが、

残る 50%はオーストラリアからの輸人米に頼っているとのことであった。白給率向上の余

地はあるものの、価格の点から安いオーストラリア米に、ある程度依存することを容認す

る側面も見逃せないと思われた。

フィジ一人の-,w食は、大きなり[j'cのタロ (Taro)又はダロ (Daro)とキャッサバ（スイート

タイプ）で、すべてを自給している。現在の値段は、 l kg当たり 50いで、普通の家庭で

は 1日に 2~3kgの量が必要とされる。タロとキャッサバを蒸したものをそのまま、何も

付けずに食べて見た。粘りが少しあるが、そんなにベタつかず、味も甘藷のように甘くは

なく、ジャガイモのように無味に近かかったが、このような性質が、長期間飽きない常食

として、多歓に継続して食べられる食味特質であるとのことであった。

{f名なカバセレモニーに使われるカバも試しに飲んでみた。 ChemistrySectionでは入

り口にカバのジャーを備え、訪れる客に一杯ずつ振舞っていた。そこで奨められるままに

カップー杯だけ飲んでみたが、しばらくすると口の中が少々痴れ、頭の方も少し眠いよう

な感じになった。沢山飲めば典岳するらしいが、それより先に眠くなるのではないかと思

われた。カバの木の根っ子を細かく切り割って乾したものを、水に漬けて、その解け出た

汁を飲むのであるが、弱いアルカロイドを含んでいるのではないかと思われる。

8) フィジー第一次産業省関係者との会見

第一次廂業省の ParmanentSecretaryで、コロニビア試験場の畜廂研究の町rector

である Mr. R. Ya! lowを表敬した。杓い白人系の人であったので、紅外に息われた。，切
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問の目的を説明し、調査活動に対する便宜の供与に対して謝紘を述べた。彼は JICAの関

係で、 7月か 8月に日本を訪問する予定だそうであったので、機会があれば熱帯農業研

究センターをも訪間してくれるように申し入れた。また、コロニビア試験場の Director

of Researchである Dr. R. N. Duveからトレイニングのために、スタッフを送りたい希

望を述べられ、熱帯農業研究センターでの受け入れの可能性をギ｝ねてきたので、最初に熱

術股業研究センターと JICAの相違を説明し、共同研究を開始してその後に、カウンター

バートや管JIil者招へいが行なわれる旨を況明した。

9) シガトカ農業試験場油間

朝 8時にスバを出充して島の南部沿倅逍路をナディの方角に、 2時間ほどのドライブで

シガトカに到沿した。途中色々な所でTf.真をとる機会があった。伝統的なフィジーの家を

見つけて写真を取らしてもらった。浅いけれども急傾斜の谷間にある家の後背部の斜面が

畑となっており、色々な作物が栽培されていた。 ・番下部にパイン、二![4日にはキャッサ

バ、三州日にバパイヤ、四/fj日にココナッツというように、重料に柏栽されている様子が

見られた。このような栽培方式が、フィジーの伝統的な方式であるのだろうか、大変合理

的な土地利川方法であるように憾じられ、印象に残った。途中に見られた平地では、稲、

トウモロコシ、サトウキビが作られ、ところによってはり'(地となっており、牛やヤギが放

牧されていた。悔J'i':地梢にはマングローブ地骰が，点任し山地が直接洵罪まで辿る地形が続

いていた。シガトカ周辺は島の西部に近く位附し、辺りの周りの山々にはKi上付近や谷!HJ

を除いて木が無くなっていた。ドライバーに聞くと、バーニングで木が無くなり、後は信

に投われたとム•う。島の西部は乾期が厳しく雨屈が少ない特徴を持つが、おそらくは長期

間の焼畑や山火事の影密であると思われた。

シガトカは、シガトカ川の河口にあり、あまり大きな町ではなかった。 5kmほどシガト

カ川に沿って遡ると小さな試験場があり、研究者は 7名ほどが常駐しているとのことであ

った。午1)1j中に牧作とヤギの研究者と、揺見を交換した。昼食をシガトカの町に仄って取り

、再び試験場に仄って実験lilll場を見せてもらったが、今度は17,;J牛の係の者も加わり、最初

に 60~70頭程のオーストラリア羽入のブラーマン種を見てから、背後の山に登り、山の

上の牧野とヤギの放牧状況を見せてもらった。増体成禎はアングロヌビアとそのクロスが

良好とのことであった。牧野造成ではイネ科にマメ科を混播したものが成紐がよく、サイ

アトロ、スタイロにデスモデューム、カシアを加えて信地を迅成している。ヤギ生廂の最
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大の問題は寄生虫で、農家ではそれに加えて栄義不足が問題となるとのことであった。

シガトカ試験場は 1910年に IJH設され、 1立初は俗性を主体に、次いで作物の研究を行っ

ていたが、畜産センターとして肉牛研究へと変遷した。 70年代は FAOの援助による Goat

Project を 10年間継続した。今日では、種畜となる肉牛の供給韮地として農家に配布し

ている。試験場ではウシの個々の Performancerecord を記録しているが、ウシの種類は

オーストラリアから導入したブラーマンが主体で、過去に入れたシャロレーの血が少し残

っているとの事であった。

Pasture Researchは 70年代から始まっており、その前半には新種の牧f在の蒋入試験を

行い、後半はローカルな牧草と導入種との組み合わせ試験を行った。今日では施肥（通称

Super : P 9%、S10%)と牧収羽人により改良依地を辿成し、ウシの成育速度を比較してい

る。表ー 6に自然位地と改良草地での肉牛の増休屈の比較を示した。 1 [3当たりの増休屈

の比較では、自然草地で。.2kgの増加に対し、改良草地では、高いものは 0.7kg、低いも

のは 0.5kgの成組を得ている。

改良依地では f~j: ウシに対しても栄義的に豊貨な環境であるために授乳能力が著しく改善

されて卜分な哺乳を受けた子ウシの成育が勝れており、離乳時には自然草地に比べ 40kg

の増体泣が生じている。出術[1,'j体直 500kgに到逹する時期も、白然収地では 4年を投した

のに比較して、改良れ地では 2年強で、倍近い成長速度であった。

ヤギの生産性については、古い時代に宜教師によって蒋人されたもの（ローカル）に、

1950年代から、アンゴラ、 トツゲンブルグ、ブリテッシュアルパイン、ザーネン等を交配

して改良を加えてきたが 1975年に UNDAによってアングロヌビアが新しく祁入された。

50~75%の血液率のアングロヌビア Xローカルが寄生虫病に抵抗性が強く、しかも繁殖性

が翡く、ミートタイプとして良好であるとのことであった。

繁殖は 35kgに休菫が逹した時に行うが、 9--10月のオフと 1-4月のメインシーズンに

年二回行っている。普通 70%の妊娠率、 4ヵ月の妊娠期間である。 8ヵ月間のサイクルで

生産を紐り返すとのことであった。ヤギは妊娠の後期に栄沿欠乏やストレスによって流産

を起こしやすいとの事であった。了ヤギの死亡率は試験場では 2.6%とのことであったが

股家レベルでは 30%以上だそうである。

試験場では冴初 880頭の飼没頭数であったものが、現在 1,200頭のまで増加した。この

内の 40~50%を洵汰するが、残ったヤギについて、成長率、繁殆性、体型等を潤査して育

種改良を図っている。現在種オスは 22頭であるが、インプリーディングにならないよう
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に常に交杞には注紅をしているとの事であった。

牧草の栽培研究では、イネ科牧草のうち、ミッショングラスを周年的に利用し、ナディ

グラスを 6-7月に、プラッキャリアを 1-2月に利用する体系を計画しているとのことであ

った。マメ科牧草ではカシアとグリシディアの成紐の方が、スタイロやサイアトロより勝

れていた。ルキナについては、最近フィジーでも木ジラミが大鼠に発生して、大きな間題

となっていた。

シガトカ試験場の試験牧収地は、背後の平坦な丘陵に 291haあり、 llOhaをヤギの飼義

試験に、 180haを肉牛川に使っていた。

スタッフ数は、例えば LivestockSectionでは、牧J','i.Lab. Research Officcr(RO) 1 

名、 Assist. R01名、その他 3名、ヤギ Lab. RO 1名、 ARO3名、その他 4名、ウシ Lab.

RO l名、その他 3名から成っており、研究員は 7名であった。 llorticulturc Sectionで

は、野菜 Lab. RO 1名、 ARO ;)名、果樹 Lab. RO l名ら穀物 (Cereals) Lab. RO 1名、 ARO

1名で、研究員は 8名であった。

その他雑柏報として、人口約 700,000人の内、インド系：フィジー系は 51:49の割合

で、その他に、中国系が 4,000人とのこと。インド系の内、モスレムは 30%、ヒンズー教

は 70%、フィジー系はメソジスト派キリスト教徒だそうである。

家畜の飼投頭数に［関する統叶的な刊行物を求めてみたが、試験場では手に入れることが

出来ず、そのためにフィジーの家畜飼義頒数を lじ確に知る hドは出来なかった。シガトカ試

験場のスタッフに !iHくと、おおよそヤギ 200,000頭、肉ウシ 150,000頭が飼われていると

のことであった。交通・ 通伝網も比較的発逹しているのであるから全国的な農業生脱に

関する統，廿網の整船iが望まれる。

10) フィジーの｝塁業及び股業研究実態調査に対する感想

フィジーニ島は、オセアニアの島しょ国の中では、パプアニューギニアに次いで人口が

多く、面柏も広い。また、 T業化についても軽工業i面の発展がん忍められ、農業生産も砂糖

加崖を中心にコプラの生Jl.j'尺序に見るべきものがあるので、比校的恵まれた社会・経済環脱

にあるといえる。特に砂糖生苑とその翰出がこの国の経済に大きく貢献している。山地の

多いフィジーの地形で、あまり広くない平地はサトウキビのプランテーションとインド系

の人々が主体の稲作に川いられているように息われた。

サトウキビ生廂は 191li:紀イギリスの植民地となって以来、近代的な栽培法、加工法を

-23-



取り入れているために、産業として充分に成熟しているものと思われる。また、コメ生産

にしても、サトウキビ栽培のために移住してきたインド系労働者の常食として生産されて

来た経綽がある。従って、 JICAがフィジーで行っている稲作プロジェクトは、インド系

の人々に偏った内容ではないかと思われたが、最近では、都市化により市街地に住むフィ

ジー系の人が多くなり、その人逹の間で米食が始まり、食習伯に変化が生じているとのこ

とであった。今 H取り残されている問題は、主としてフィジー系の人々の恨用とする食物

生産にあるように思われた。

フィジー系の人々の食物である根菜類は、自家消費とマーケットヘの出府のために、個

々の殷家が小規校に栽培している。根菜はその性質上長期間の貯蔵が出来ない。例えば、

工業原料化の進んだキャッサバであろうと、フィジーではタイその他の諸国のように大規

校生廂、一括出茄が困難であるために、集荷、加工、澱粉製品の周年生産筈、輸出向けに

は難題が山積している。耕地面積の比較的広いフィジーでさえ、間姐が多いとすれば t 経

済構造が脆弱で、特脱物の乏しい小さな島の旅業振OOには図り知れない困難があることが

想俊される。小さな島しょでは、生沌規校が小さいこと、集術規校が小さいこと、貯蔵と

加工がコスト高であること、製品の生産駄が少ないこと、消費地までの輸送の距離が長い

こと等、近代的な工業化、大規模生産、組織的な楡送によるコスト逓減の効果を望む方向

とは対極の生脱形態とならざるを得ない。

農業とはyはなるけれども、同様な例として、フィジーでは挽業、特に缶詰、冷凍）Jり―［エ

業の脆弱性が挙げられる。周辺の雰細な漁業によって一定屈の派獲があっても、それらを

処理し、長期保存川に加工する ·J~ もままならない島しょ民の現状打！｝りのために、地場脱業

として政策的に育成していかなければならない魚）Ull工業を成り立たせるためのiU場経済原

理を機能させる素地が存在しているとは息われなかった。分散した地域から新鮒なままで

魚を集術することと、製品を如何に効呼｛良く出術するために必疫な）＆本的ネットワークそ

のものが欠女[Iしていると見てよいのではなかろうか。 L業化を但常的に迎営するには挽獲

凩が少ないこと、魚の種類の多いことも問題となり、その上に、すべての活動に必投な工

ネルギーは島外から持ち込まざるを得ないことも弱点となる。

このような社会的、経済的、地勢・風t的な背屎を沿路として持ちながらも、急速に変

わる世界の政治、社会、経済枯勢の中で、フィジーを始めとする島国は、等しくその対応

のために、自身の変吊が求められている。変革を符に求められている部分は前述した地城

経済の開発であり、そのためには、伝統的滋識を持つ地域住民に対して新しい時代に対応
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る新しい滋識の啓蒙ー』II練が第一に求められるであろう。しかしながら、先進国がこれ

らの国々に焚める 'development"には他の紅味合いを含んでように感じられる。それは先

進国に対して愉出し得る脱材料をより多く生産するよう後進国に焚めることであろうし、

先進国が行う翰出のためのより広い市場を用紅するようにと云うことではなかろうか。か

れら自身が本来望むであろう 'development" は、先進国にとって都合のよい変革を求めら

れるよりも、かれら白身の伝統、世界観に根応したものの考え）jに枯づいた、白律的でバ

ランスのとれた地域経済の開発と発展に資するものでなければならないと思われる。

フィジーのみでなく南太平祥闘の人々の食生活では、伝統的に根菜をt体としており、

澱粉食の部分が多い。周間を洵に囲まれ、食事内容も洵のi柘が豊富であるような認靡を持

ってしまうために と思ってしまう。立派な体格の人達を見るにつけ、蛍白質不足が島

国の悩みとなっていることは岬解しがたい。従って、これらの地城における蛍白源を確保

るためには、漁業の振判だけでなく畜苑の振腱にも爪疫な紘味があると思われる。特に

伝統的な沿豚では、給仔する飼料の一rn1が人間と共通する "Jiもあり、人間と競合しないりt

食の牛とヤギ・ヒッジの飼脊の振胚が今後とも必悛となろうと感じられた。シガトカ試験

場へ行く途中で、一ヶ所だけであったが平地の人工，・;r地での牛の放牧と、何箇所か急峻な

山の傾斜地におけるヤギの放牧を見たが、当然ながら草食家畜の自然が地に依存する度合

いが高いことが認められた。シガトカ試験場の山地傾斜地のブラーマン牛の放牧地には、

典型的な牛道が斜めに幾重にも形成されており、 1¥'1:地管理の不適性が指摘される。シガト

力を含めたフィジー西部の山間地は長い間の度爪なる焼畑によってり（地化されており、こ

のような地楷での畜旅利JI]を考える場合には、爪地の改良はもとより、脆弱な上填及び造

成した後の1';,:地の保令に対して、充分に関心を払う必汲があるため、その手立てが次に解

決すべき大きな課題となろう。

11) フィジーにおける研究協力の可能性

訪間したコロニビア農業試験場、シガトカ試験場共に、熱常｝災業研究センターに対して

研究協力の疫請があったが、具体的にどの様な分野のどのような研究内容かは明確では

なかった。フィジーは JICAとの関係が深く、稲作のプロジェクトを水年にわたって実施

しているために、日本の農業技術援助の性格はこの国でよく知られているもの息われる。

サトウキビやコメ以外の例えば根菜類に関する研究協力には、その栽培規校の小さい事も

あって、研究成果の波及効果の規校も限られるように感じられた。また、研究協力の分野
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についても、オーストラリアやニュージーランドの影響に対抗したり、 JICAが現在行っ

ている稲作の技術協力と詞じような内容であってはならないように思われる。

タロ、ヤム等の根菜類については試験場内に枢要なコレクションがあり、また、周囲の

島々では島独自の固有品種を擁しているとのことであった。これら栄義繁殖系作物の分野

における粕在的な造伝資源の質と屈の評価について、素人目には分からないものの貨爪な

研究素材であるように思われた。

3. パプアニューギニアの農業及び股業研究の実態

1) パプアニューギニアの概要

パプアニューギニア (PapuaNew Guinea : PNG) は、赤道よりわずか南側に束西に長く

横たわる、束西 2、500km、南北 1,500kmに及ぶニューギニア本島の東半分（西半分はイリ

アンジャヤ：インドネシア領）とビスマルク諸島のニューブリテン島、ニューアイルラン

ド島、ブーゲンビル島等、大小一万以上の多数の島々で構成される太平汗地域で最も大き

な島しょ国である。本島の中央は巨大な行梁山脈が走り、赤逍近くであるにも拘らず、涼

しい高原地楷となっている。このために総人口のほぼ '10%が高原地楷に居住している。

ほぽ全島が熱楷雨林地楷に位附し、 12月から 4月にかけて西、及び北西モンスーンが吹

く雨期と 5月から 10月にかけて南束貿易風が吹く位期に別れている。首都ポートモレスビ

ーのあるセントラルプロビンスはサバンナ的気候のために比較的位嵌しているが、パプア

袴沿作のキコリ (Kikori)の年間降雨屈は 5,000mmに逹する多雨地楷である。晶温多湿気

候のために、［』上の 80%が熱惜雨林地、開である。表ー 7に首都ポートモレスビーにおける

平均気温、降水凪、湿度を示した。

この国の経済は、木だに股村型の自給自足経済生活を営むものと都市型の貨幣経済下で

生活するものが混在した二重構造を呈している。

主要産品は、金、銅コーヒー、コプラ、木材等で、銅生）｝代は GNPの 50%を占めてい

る。政府は天然責狐符に銅、森林、礁業開発とともに、 J農業開発を重視して、ゴムなど

の新作物の振腺に力を人れている。

PNCの住民はメラネシア系人種であるが、約 500の部族からなり、約 700の部族詔に

別れているという。部族によって風俗習但が異なっており、隣村でも言・染が通じない］ドが
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表ー 7 ポートモレスビーにおける平均気温A

月 ー 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9 10 11 12 

平均気温 ℃ I 27亭 627.3 27も 326. 9 25.4 26.2 2ふ826. l 26.5 27疇 227.5 27. 7 

降水以 mm I 150 194 170 173 41 31 12 37 53 20 97 164 

平均湿度 ％ 76 78 78 81 86 78 76 74 73 76 73 74 

表ー 8 歳入及び歳出 （百万米＄）

'81 '85 '86 '87 '88 

歳

歳

伯

人

出

人

1

1

0

 

．

．

．

 

3

l

8

 

8

3

4

 

7

8

 

730.4 

764.8 

34.4 

768.3 

863.9 

95.6 

5

7

2

 

．

．

．

 

6

7

1

 

3

7

4

 

9

9

 

989.5 

1036.3 

46.8 

表ー 9 PNGの翰出人・国際収支 （百万米＄）

・. -ー・ • 一·-----—.. — ----- ー.,― "'心．．、 -・ . . . . ---・ ― ―--~ . 

'83 '81 '85 '86 '87 

- -- - ..... ―--- -・ ・-- ... 人-・ —- --・- ---~- --

愉 出 824 916 922 1,056 1,193 

餘 入 972 966 875 931 1,061 

貿易収支 -148 50 17 125 132 

経常収支 -369 - 323 -195 106 -218 

総合収支 99 36 -2 ， 
. - -- . ---・--・3 ― --ヽー・ ・・-・-- ・-・ ー. -- . 
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ある。このため「ワントーク」社会と呼ばれており、同一言語同一部族を構成する者の間

の団紺L紋識、圧助意識が極めて強い部版的、家族的特徴を持っている。その反面で異なっ

た部族間の抗争が頻繁である。

2) P NGに関する統計

面積 461,693k面 人口 3、499、000人('86) 人口密度 7.3人/k団

国民総生旅 2,555 (i}j米$ ('87) 実質経済成長率 3. 0% ('87) 

1人当り GNP730米$('87) 年平均増加率 ー1.2% 梢費者物価上昇率 a.o%C87) 

通貨単位 キナ (Kina)=100トヤ (Toea) 1米 $ 0. 060キナ ('85)

1人当りエネルギー消費量 293kg 外貨準価高 504.8百万米$ ('87) 

人口附JJU率 2,6%('85) 出生率 35.0人 死亡率 12.5人

乳児死亡率 (0-1オ） 68.0人 ('85) 幼児死亡>年 (1-4オ） 12人 平均余命 53オ ('83)

成人識字率 男48%、女30%('83) 初等教育就学率 6年 65% 中等教育就学率 4年 13%

3) P NGの経済概況

PNCの経済概況に関しては、在パプアニューギニア日本大使館経済担当一笥書記官、

閥沢 修氏に懇切な設明をしていただき、理解を深めることが出来た。この項に関する経

済概況の解説、図表中の数字等は、氏の「パプアニューギニアの農業概要J を参考にさせ

てI頁いた。 PNCの農業及び股業環境を知るための有紅義な資料として利用させて狽いた

ことを明記する。

(J) 主要経済問厖

1. 白給経済から貨幣経済に移行しつつある国民の所得機会の拡大が急がれる。特に、

国民の大半が依存する）災業の振OOが屯要である。

2. 外資祁人による経済開発推進のための投責屎様整備が必疫。開発の代償を求める住

民への対策が課題となっている（国土の 95%が部族住民の恨習的所有地）。

3. 財政面ではオーストラリアからの無俯財政援助が削減されつつあり、国内歳入のWI

大及び洵外援助ソースの拡大が課題となっている。

(2) 国家財政

表ー 8に国家財政規校として PNCの歳人及び歳出金額を示した。歳出の不足分を

袖うための伯人の割合に注 1」すべきであろう。
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(3) 経済閲発叶11l1j

1. 店本目標

a. 国民の経済活動への参両及び所得の向上

b. 経済話動成果の平等配分

c. 経済括動、財政支出の地）j分散化

d. 小規校事業活動の振典

c. 愉入依存低減（国内生廂拡大）による経済の自立化

f. 国内磁入の増大による財政能力の向上

g. 経済・社会活動への婦人の参画

h. 開発推進に必汲とされる分野への政府の規制と潤与

2.'89~'93の開発計両における経済開発のt要課題

a. 鉱物・石油資源翡l発の促進と地城住民の参画

b. バイオマス汽源を利用する I悶林水廂業の開兌（食称供給、収入確保、雁川創出、

廂業枯盤の確立、翰出の拡大及び輸入代梼）

c. 国民の脱業経済話動の拡大（資本・労働の現地化）

d. 経済発展に費するインフラの整Wi

('1) 主要産業

鉱業（銅、金）、農業（コーヒー、ココア、コプラ（ココナッツオイル）、パーム

オイル等）、林業（丸太材）

(5) 対外経済関係の動向

1. 翰出入及び国際収支

表ー 9 に PNG の愉出入• 国際収支を示した。近年の貿易収支は赤字より黒字に転

じたが、経常収支は依然としてマイナスのままである。

表ー 10 と 11に、 PNCの主要貿易相手国及びt要貿易品日を示した。主要な帷出

相手国は匝独、日本、梨州、輸人相手国は栄州、日本、米国であり、 PNCから見れ

ば、いずれの場合においても日本との貿易関係は相対的に大きいとけい得よう。主要

貿易品 uでは、鉱物資源、農旅物等の脱材料の輸出が多く、 T業機械、石油・燃料及

び化学工業製品の多いことは理解されるものの、食紺が上位二位を占めていることが

注目される。
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2. 対日主要貿易品日

対 LI翰出：銅鉱ィi、木材、金、コプラ、エビ

対日翰入：車両.[rij部品、機械類、魚缶詰、屯気機器

表ー 12に対日貿易関係の数値をぷした。表ー 10にぷしたように、対日の輸入に対しては

柏出の方が多く、収支は黒字をぷしていることが、特徴とはえよう。

(6) P NGの農業の概波

1. 殷業人口の総人口に占める割合

労働屈川にl対する '80年のセンサス（表ー B) によれば、 10オ以上の就業可能人口 210

万人のうちで、貨幣所得者は 36%、自給自足（股耕・狩猟等）生活者は 26%、その他非就

業者は 38%となっている。貨幣経済を似；む股業就業者は 48万人、白給経済農耕生活者は

55万人で、非就業者を除く農業従事者の人日は就業者全体の約 80%を占めている。 JI,就業

者・その他は貨幣所得者または白給生活者の被扶設者であり、家族のみならず、ワントー

ク（同一部族）で、日常的または経済的な!rt話をすることが通常である。

また、一般に総人口の約 85%が地方の村格に屈住しており、同じく約 85%が農業に依存

しているとされている。

2. GDPに占める殷業の割合

PNGの '84のGDP (2,17.3百万キナ）に対する農業部門 (761.9百万キナ）の占

める比率は 35.2%である。また、殷業部門のうち、自給経済部門は 31Ufガキナで、その

41%を占める。

3. 貿易に占める股業の割合

PNGの '87の総帷出額 (1,193白万米＄）に占める股j産物輸出額 (297百ガ米＄）の

比率は 24.9%であった。また、 '86の総翰人額 (931 百万米＄）に占める股廂物の輸入額

(177百万米＄）比率は 19.0%であった。

(7) 1農業の現状

1. :l: 地利川

第一次廂業省の責料 ('85) によると、祁品作物を生脱している股地面積は約 70万ha

で、自給作物の農地 li'li柏は約 30/jhaとされており、全国士 fr1i柏に対する比率は、それぞ

れ 1.5%、0.7%に相当する。また、国士．面柏の約 30%が農業過地であるといわれており、

国土面柏の 97%は部族等の恨習的所イi地とされており、大規模J農園は一般に政府その他か

らの1村地である。
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2. 農業の経営規校

PNGの股業生産形態は、白給生嵐小規校及び大規校生光に火別される。白給生廂は

として自家梢費のための生廂であり、野性動植物の採取、焼畑耕作、庭先股耕等の生産

形態を含む。小規校生旅形態は lOha未満の自給及び麻品作物生産（畜産の場合は 50頭未

満の家畜または 100羽未満の家禽）を云う。大規校生産形態は、これ等以外の企業的生廂

形態であり、 '86の事業休総数は 969、経営総面積は 40万haであり、屈用者総数は 4.8万

人、事業休当たりの平均経営面柏は 41.3ha、平均屈川者数は 11.9人となっている。

3. 白家消費のための小規模生廂方式

白家 {I~t炉のための J比）代物生 1JiZ}j 式は、 !'l 家労働）J に粕る簡i mな逍具使川による、林内焼

畑農耕、草地焼畑殷耕と定沿農耕に区分される。

a. 林内焼畑股耕： PNG全土で行なわれ、休耕期間は 8~20年、主な作物はタロ、

キャッサバ、バナナである。

b. 雌地焼畑農耕：高地地方の耕作期間の長い所、休耕期間の短い所、火入れの頻繁

な所で行なわれ、休耕期間が短く、土壌の肥沃度は低い。バナナ、キャッサバ、

サツマイモ等が作られる。

c. 定沿農耕 ： tとして沿片湘低地部に見られ、 .:tな作物はサゴ、バナナ、ココナ

ッツである。蒻地では、ブタの災尿笠で肥沃度を維持した庭先殷耕が行なわれて

おり、サツマイモ等が作付けされる。

4. 国内市場向けの作物生｝疫

地方で生産された生廂物の大部分は白家梢費されてしまうが、余剰部分が販売され現金

収人となっている。特にビートルナッツ（ビンロウ）は重疫な換金作物となっている。

都市近郊では、根菜類、バナナ、果物、野菜等の市場向け作物が栽培されているが、米

の輸人、羽人野菜の普及により、徐々にではあるものの、伝統的根菜作物の需要度が少な

くなっていく傾向にある。

5. 家畜11:Pi'l 

:k.-11に家帝飼投総別詞打数の椎‘足値をぷした。プタ、ニワトリ＾かの飼村が白家梢費Jllと

して、小規校生産股家によって行なわれている。 PNGでは、,:沿額紙幣の図柄となってい

るように、ブタは換金性が高く、伝統的に特別重要な家畜であり、村格住民の 60%が飼脊

している。

最近は企業的畜産が小規校ながら行なわれるようになり、プタ、ニワトリについては小

-32-



表ー 14 家畜飼投総頭羽数の推計 （殷業畜廂省 '85)

----- ---―--―--―――- ------—丁――—--------

ウシ 11万頭 I ニワトリ （食肉）

（採卵）

自家消費用鶏

ヒッジ・ヤギ 1 

麻業用ブタ 0.2 I 
自家消費用豚 150 

シカ 10 
I 

飼育ワニ 3万尼

---―ーニ―--―------------

810万羽

18 

150 

表ー 15 大規校生産者の保{fする家畜飼狡頭数 （農業畜苑省 '81)

肉ウシ

ウマ

ヒッジ

表ー 16

73,585 

1,104 

1、609

コーヒー生産凩（千 ton)

乳ウシ

ブタ

ヤギ

868 

21,269 

'177 

-—• _, - -←  - - - -- --

年 '82 '83 '81 '85 '86 

- - - - . ―・ -・ . -・-・-・ - -・ ・・外-・ -ゞ・- --- ------ . -"'― ―----

小規校生｝窟者 28.8 39.1 .'32. 6 28. 7 :rn. s 
大規校生J発者 12. ;3 1 .3. l 12. :3 15.1 11. l 

合 叶 41. 1 52.5 44.9 44.l 11.9 

≫.-17 ココア＇い i',:lit (丁;lon)

年 '82 '83 . 84 '85 '86 

・---―- ・--- ・-・ -一-----・ -- -- .. ーー― ― 

小規校生苑者 16.0 19.2 2.3. 5 20.0 23. 7 

大規校生廂者 10. 6 9.0 9.1 8.8 9 . .3 

合 計 26.6 28.2 32. 9 28.8 .3:3. 0 
-- ---" -- -
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規模生産者から買い入れも行なっている。牛の生産は大規模生産による肉牛生産が主体で

乳牛の飼没は少ない。表ー15に大規模生発者の保有する家畜飼簑頭数を示したが、いずれ

にしても、統計の基礎となっている数字は非常に小さな数字であることに注目して、この

国の畜産の隙かれている状況の判断材料としたい。

6. 輸出作物

a. コーヒー

コーヒーは主として高地地楷（ハイランドと呼ばれる）で生産されており、生産

の 95%はアラビカ種である。生脱量の約 70%は小規模生疫者によるものであり、そ

の経営面積は一般に 0.2~0. 3haである。大規校生産（殷園）の 1/3は 50ha以上の

規模である。表ー16に小規模生産者及び大規模生廂者によるコーヒーの生産量を示

した。

b. ココア

ココアは主として海岸部及び島しょ部で生産されており、ココナッツの林に樹

栽培されている。小規模生産者が生産屈の 70%を担っている。収鼠は 0.2ton/ha( 

粗放生産） ~ 1. 2 ton/ha (改良品種導入）と大きな差がある。大半の小規校生産者

は肥料を使用しておらず、高樹齢が多いために高収培、病宮耐性を持つ改良品種へ

の更新が焚められている。表ー 17にココアの生廂凪を示した。

大規模生所における生産コストは、品種や栽培方式の相違によって異なるが、

均 1,700キナ/ton('86)である。

c. コプラ

コプラは主として沿岸部で生産される。小規校生産者による生産屈は全体量の約

70%である。ココナッツとしての現在の国内消費鼠は生脱凩の約 20%である。ココ

ナッツ栽培地の 2/3はココアと糾柏されている。表ー 18にコプラの生廂凪を示し

た。

小規校生所者の生）登コストは極めて少ない。改良品種の祁人が勧められているが

あまり普及していない。在来種のコプラ収慎は 0.75ton/haであるが、改良品種は

2.0ton/haにまで翡めることが出来る。大規校生廂での平均生産コストは通常約230

キナ/ton('86)である。

d. オイルパーム

オイルパームは 60年代後半から芍人されたが、その後急速に発展し、現在第三
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位の輸出農舷物となっている。小規模及び大規模生産者の生産比率は 50%ずつであ

る。現在は、沿作部の 4ヵ所で、小規校生廂者を組織化した中核生産事業が実施さ

れている。オイルパーム生育の初期には除草、施肥等、その後は病虫害防除にコス

トを要するが t それ以外の労働力を余り必要としない。表ー 19にオイルパーの生

産凩を示した。

果実の収穫量は、小規模農家で 12~15ton/ha、専業小規校農家では 19~21ton/

ha、大規校生廂では 23lon/haである。

c. その他

その外に輸出殷産物として、小規模ではあるが、茶、カルダモン、ゴム、チリ t

除虫菊があり、約 26,000人の生腔者が従 •Jf しているとされている。

(8) 農業行政

農業行政は、中央レベルでは股業畜産省も州レベルでは各州の第一次疫業省が担当して

いる。その他の関係機関として、股業銀行、コーヒー苑業術議会、ココア廂業審議会、コ

プラ流通審議会があり、コーヒー、ココア、コプラ、オイルパームについては所得安定化

枯金（価格低迷時の所得補伯制度）が設けられている。図ー 5に股業畜）登省の組織の概要

をぷした。

(9) 殷業予符

農業予卵は行政経費支出及び公共投責支出に大別され、更にJ農業新廂行及び各州政府予

仰に分けられている。 '87の股業予符総．支出は 39.2百万キナで、総予掠支出に占める比率

は 7.5%であった。表ー 20に 1987年度の推定農業予符の構成を示した。

4) 訪間した PNGの殷業研究機関の概要

(1) パプアニューギニア技術大学腹学部

パプアニューギニア技術大学J悶学部 (Departmentof Agricul lure, Papua New Guinea 

University of Technology) は、 i"i都のポートモレスビーから飛行機で 45分の第二の都

rliラエ (Lae)にある。ポートモレスビーからラエまでは、幾煎にも重なる山脈に阻まれて

、両都市を結ぶ近路は建設されていないために、もiら飛行機を利用するか、船舶に頼るほ

か往来する術は無い。飛行機の窓からドの景色を見続けていたが、深い谷をつたって細い

山近が続いていたり、山I且付近に畑を切り Imいた箇所が散見さるなど、深い山中での人の

生話の形跡を見ることができる。 ll艮下に住んでいる人々はどんな生活観、価値観を持って
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表ー 18 コプラ生廂りし （千ton)

. ――- s -・---

年 '82 '83 '81 '85 '86 

小規模生産者 82.5 75.8 89.2 89.,1 109. 4 

大規模生産者 55.9 54.4 55. 7 5;3_ 3 61. 5 

合 計 138.1 130.2 144.9 112. 7 170. 9 
ヽ. . 

表― 19 オイルパーム生廂凩 （千 ton)

年

小規校生産者

大規校生産者

合 計

大臣一次官ー副次官

・--一←--- --- - "'------ - -- -----・----・ ―----

'82 '83 '84 '85 '86 

190. 9 191.1 275. 3 294.3 284.1 

207. 7 206. 7 2.38. 1 268.0 272.2 

398.6 401. 1 513.4 562.3 556.3 

―第一次官補~ ー一輸出作物部

（農業投資担当） 「
I 
------—事業計両部

ーー食福管理部

股業研究部

農業保護部

農業，ーUll純部

政策，ir圃部

総務部

図ー 5 股業畜胚省の組織

表ー 20 1987年度推定農業予符構成 （％） 

行政経費 公共投資 他省frrtt士．等

股業畜）｝位省 25.1 28.8 

州政府 30.0 5.6 

合 /ti・ 55.4 34.4 10.2 
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生活しているのだろうかと思いを馳せてみたりした。早朝の不便を考えて、朝早い便を一

使遅らせたので、昼近くにラエ空池に着いた。

ラエの空迷からラエの町まで 10kmはあり、ただ、空氾の施設があるのみで、付近には

何もない場所にあった。空港には迎えの無い私一人が残るのみで誰も屈なくなってしまっ

た。空泡関係者にllflいてみたもののタクシーのサービスはまったく無く、仕方なく大学が

予約をしてくれたホテルに電話して迎えを頼んだが、頼んでから車が来るまで一時間以上

待っていた。その間、夕立が止んで明るい光に照り映える周囲の娯色を見わたして時を過

ごした。付近の山々は低いものは山頂まで、扁いものは中腹まで樹木は一切無く、位のみ

で覆われていた。草地化した原囚についてはさておき、山腹を覆う明るい緑色のカーペッ

トは、みごとな PNGの風物として、印象に残っている。この緑の漿観は雨鼠の少なくな

る乾期にはどのように変容するのであろうか。

股学部は、パプアニューギニア大学農学部として 1973年に発足し、三学年までワニア

ガ(Waigani) キャンパス、最終年をラエ (Lac) キャンパスで過ごし、実習は AnnualCrop 

と Vegetableをワニアガで行ない、他の実習をラエで行なっていた。その後、 '77になっ

て農学部がラエに統合されることに決定した。計画は'81から実施され、 '86に統合が完了

して、パプアニューギニア技術大学 (ThePapua New Guinea University of Technology) 

農学部として発足したばかりである。

この技術系の大学には、農学部の他に Accountancyand Business Studies Dept., 

Applied Physics Dept., Architecture & Building Dept., Chemical Technology Dept., 

Civil Engineering Dept., Electrical & Communication Engineering Dpt., Mechanical 

Engineering Dept., Forestry Dept., Mathimatics Dept., Surveying & Land Studies 

Dept. が設骰されている。

股学部で最近実施されている研究内容の概疫をi記述する。学部の性格、規校、活動状況

を知る上で大変参考となった。

股業副廂物を利川したキノコ栽培

コーヒーバルプ (coffeepulp)やココアハスク (cocoahusk)のような股業廃菜物を用い

てキノコを栽培する計画である。在来のサゴパームキノコを対象に、バナナの菜、ココア

ハスクとコーヒー屑 (coffeehull) で栽培を試みたが成功しなかった。

Markham Valleyにおけるトウモロコシのカビ毒の研究

Markham Valleyの 5ヶ所所から集めた 90以上のトウモロコシサンプルを用い、収穫後
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と 32tに保って潜在的なカビ毒カビの存在の打無を調べた。大部分はフザリウム属であっ

たが、アフラトキシン産生アスペルギルス屈は存在したものの非常に少なく、約ニヵ月 !ill

の貯蔵の後にカビの数が減少した。日下これ等のカビが、 zcaralenonc、moniliformin.

doxynivalenol等の打毒物質を産生しているか否かを分析中であるとの市であった。

野菜の生所と出術の経済性

ワウ地岐の）災家による野菜栽培の野外調森の紀果、ヨーロッパタイプの野菜を栽焙する

股家が増えている傾向が認められたもその栽培面梢は農家労働力と改良将及サービスに依

存している。農家は大部分を企業に販売しているが、一部を地方マーケットに出茄してい

る。今後この地岐における新しい野菜栽培振郎のためには、 9悶家に対して栽焙)J法の改良

技術を普及する、よりサ員のサービスが求められている。

タロの栽培と生理

栽培品種の比較試験が続けられている。 120系統の中から最初に 12品種を選抜したが¥

それ等の生廂量は 5年間安定であり、色々な地域で増殖中である。成長中と収穫後の成

について澱粉、砂粧 t ミネラル合hiの変化を継続して分析中であり、一部は生化学的分析

のために味結保存をしている。また、地域的な環燒の変化に対するタロの反応を研究中で

ある。

サツマイモの改良：多交配ハイブリッド

この育種研究はサツマイモの多交配ハイプリッドを高収凩と安定収凧のものに分離する

ことを目的としている。 10の栄義系親イモから 1,000以上の種子が得られた。在来種をも

とに四tit代選抜してできた 7系統のハイプリッドはha当たり 25tonの潜在的生産能力があ

ることが推測された。なお、国内各地から収集した 25のサツマイモ栄投系について、今

後のスクリーニングと選抜のために準俯i中とのことであった。

成長速度を指標としたモルモット (GuineaPig)の選抜

この試験の日的は選抜によってモルモットの成長速度を改善するためであったが、結呆

として二世代の選抜のみでも、筋肉駄の増加と若干の脂肋屈の減少により、休重を 11%増

加させることが出来た。

オイルパーム古虫の研究

オイルパームを食宮する Elymniasagondas glaucopisの生話史を研究している。この

虫は多食性で種々のヤシを食古する。飼投試験の結果では、この幼虫はココナッツやバナ

ナをも食べることが証明された。また、奇生蛉 (Brachymeriajambolana)がこの虫のさな
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ぎに寄生することが判明した。

この大学では、農学部と言っても幾つかの学科の寄集りではなく、講座が集まって一つ

の Departmentを形成する形態を採っており、我々がイメージするところの Fucal tyを

構成しているのではなかった。

農学部の案内を AssociateProfessorの Dr。 V. Kcsavanにお願いした。学部の教育

び研究条件については℃ 牡に研究に る経費が充分でないこと、学生が約 1、500名在

しているにもかかわらず、 full time staffが少ないために、一人で週に11~15時間の

授業を受持ち、そのi'.に専門以外の広い分野を講義しなければならないような体制である

の状況を聞き、途上国に共通する教脊と{iJf究上の深い悩みが偲ばれた。

畜産分野については家畜育種が担当の町. R. C. Malikに話していただいた。彼は家

畜の育種のみでなく、繁殖一般 t 管即0 、研究方法論、統計学を担当しているとの事で、他

野については家畜 が専門の Dr。 L. Krebsが担当していた。彼女は農業副産

物、コプラケーキ笠の飼料利川を，寸訓しているそうであった＾家帝の1丙氣に関しては、帝

の歴史が新しく濾家畜の消入先がオーストラリやニュージーランドである事もあり、バ

ッファロウフライ、スクリュウワームフライ以外に主要な病気は認められないと言うこと

であった。この国は元来プタ以外の大家畜を飼って役畜として使役する伝統がなかったた

めに、プラーマンのような大型家畜の飼投には恨れていないので飼投を希望する者が少な

く，. 実際の場では、これより少し小型のヒッジやヤギよりも長い伝統を持ち換金性の高い

プタの方が飼い易いと息われているとの'J}であった。

家帝川飼料の白給策として、この国においても農業副産物の利用が考えられるが、その

の砂粕生庄による副陀物であるバガスはもそれだけでは飼料価値は低いけれども、他の

副廂物であるモラセスにミネラル等を混ぜて栄義価を増し B これ等をフィードロットで利

用する"Hも考えられている。

一般飼料分析とミネラルの分析は大 農業畜廂局の化学分析部門で出来るが、アミノ

酸の分析のように翡度なテクニックと装附を要するものは、オーストラリアに依頼しなけ

ればならない等、研究卜で実施できる範囲に限界のあることが¥f.J題視されている c

(2) 畜廂研究センター (AnimalHusbandry Research Centre -Labu) 訪間

センターの所在地はラエから空悲に行く途中にあり、自動車で約 20分の所にあった。

このセンターは殷業畜廂島に所属しており、 '72に PoultryResearch Centre -Labuと

して、 TropicalPig Breeding Centre -Goroka、BeefCattle Research Centre -Erap 
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(Pastral Research Centre) と共に設置されたものである。それが '82~'83にこれらの

センターが統廃合され、 Labuは MonogastricResearch Centre として、ブタ、モルモ

ット、ニワトリ、アヒルを対象とする研究所となった。ニワトリとアヒルの飼育の普及の

ために、付近の村落に週 2,000羽のひよこを配布する仕事をしている。

モルモットは '81に祁入された新しい家畜で、保白源に不足している村落の家畜として

普及しようと計画しており、野性の「バンデクート」の代わりになるものと位硲付けられ

ている。今までに約 5,000匹を研究所、学校、村落集会所等で配布している。モルモット

は、体ill0. 9~ 1. 0kgまで成長させ、食用としている。

センターは '86に再々度名称が変更になり、目的も microanimal (1 ivesiock) を対象

にする帝庄研究センター (AnimalHusbandry Research Centre)となって、今日に至ってい

る。農業畜産屈が、輸出川作物のみに力を人れるあまりに、帝）液分野の研究所は縮小の傾

向にあると言われている。

この研究所における '89/'90の研究計ilfiiの概投を記すが、各対象家畜について、試験場

内試験 (StationBased Trial: S-T)と野外圃場試験 (OnFarm Based Trial : 0-T)に分けて

実施している。

1. モルモット

S -Tサツマイモを給与した飼養試験によるモルモットの成紐

0 -T村落レベルでのモルモットの成紹

2. ニワトリ

S -T村落の条件下で、油を用いる（油漬け）卵の貯｝巖方法の改良

0 -T小規校肉用淘に対するコプラミールの補給試験

3. ヒッジ／ヤギ

S -Tプリアンガンヒッジ（インドネシアから消人したものか、耐病性、耐暑性に擾

れる）に対するミネラル補給一梢化試験

ココナッツ林内におけるヒッジの放牧試験

サツマイモ／バナナの摂取試験

村落タイプの粗飼料給与試験

'1. 村落内で飼付されている家畜の，淵介

5. プタ

S -Tコプラミールをエネルギーと蛍白源として補給した在来豚の成糾
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乾媒キャッサバとコプラミールを給与した在来豚の成禎

ブタの寄生虫調査

ヒッジとヤギの飼育には粗飼料として自然位の積極的な利川を考える必要があり｀バガ

ス、モラセス等のJ煤業副）産物やコプラミール、キャッサバ、マニホット、バナナの菜等を

えて劣悪な栄義改善を計る必要がある。また、ブタにはキャッサバを給仔することは焚

められるが、タロ、バナナ、サゴ、サツマイモ、ヤムは人間の食樹として大切であるため

に飼料としての利川は出来ない。ブタはこのIりの人々にとって伝統的に大切な家畜で、現

在でも、祭り、葬式-~式後、結婚式のための会食用として用いられる。従って、プタを

村落内で多数飼っていても、特別の日的を果たすためのものであって、普段の食用として

用いるものではない。また、花嫁を迎えるための引き出物や相手に対する謝罪の対価（代

侶）として支払う通貨の役割を今だに果たしていると考えて良い場合もあるとの事であっ

た。

(3) 肉牛研究センター (BeefCattle Research Centre -Erap)訪間

肉牛研究センターは別名放牧研究センター (PastralResearch Centre) とも呼ばれ、ラ

工からラブ、空沿を過ぎて、ゴロカ (Goroka)、マウント・ハーゲン (ML Ila rgen)ぐいのハイ

ランドに至る主要幹線追路の人り口に位骰し、ラエから自動iti:で 1.5時間程の所にある。

このセンターの前身は '50に BreedingStation for Cattleとして設立され、前述し

た '72の役割変更を経て、 '80に肉牛育種場枇農民杵及教育センター (CattleBreeding 

Station with Training and Exlention Centre for Local Farmers)として新しく発足し

た。センターでは、研究の他に股民に対する教育訓練の場として、今後は家畜生産共同組

合を組織して、企業の協力のもとにこの地方の家畜生脱の振興と股業の発展を促す計画で

ある。従って、このセンターの主要な活動は地域の農民の啓蒙が中心 (Outof Station)で

ある。その主な活動は、 l.肉牛用飼料川殻物の生旅焚励 2. 小家畜飼育の焚励 3. 複合農

業経営として稲作焚励 1. 換金作物として、果物、野菜、格化生等の作付け奨励等に分散

し、もはや、収地をじ体にした家畜生脱のみに重、点を骰かない組織体制へと変容している

ことは明らかであった。

所長からの研究及び改良普及活動に関する説明の後に、所長に願って付近の農家を見せ

て偵くことになったが、夜来の大雨で舗装迅路以外の迅は大変ぬかるむということで、あ

まり奥の方へは入る事はできないとのことであったので、相手に任せて多くを望むことは
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遠屈した。山岳地常に入るに従って、山腹は至る所一面に山焼きの跡がそのまま草原状に

なっており、遠くから見えた緑のカーペットの正体は、背丈 2mのオオチガヤ (Jmperata

cyJ indrica) で投われていたためであった。チガヤは火に対する抵抗力があり、焼畑跡地

や火入れ後の 2次植生として発逹する。チガヤ自然祁地の牧狡力はウシー頭当たり 2~

4ha程度である。帰りがけに付近の農家に立ち寄り、庭先に放し飼いになっているブタを

見付けて写真に撮ったがさ本来の在来種ではなかった。現在では外国からの導入種の血液

が溢限に交じっているために、在来種より種々の点で生産性の改良がなされているという

ことであった。

(4) 股業畜産局農業保渡部 (DcpL of Agricul turc and Livestock -Agricultural 

Protection Division)訪間

ラエからポートモレスビイに帰り着いて、大使館の大使以下i昇じ官の方々に農業梢報収

集ばかりでなく、種々の PN Gに関する梢報を似き、農業保護部との連絡の労をとって頂

いた。市内の Boroko地区に位置し、ホテルから自動車で 10分の所にある農業保護部に

赴いて、部の股業し特に畜廂関連の研究及び事業活動についての調査を行なった。そこで

入手した資料に基づいて農業畜産屈の組織と股業保護部の組織構成を図ー 6及び図ー 7に

示した。これを見ると分かるように、第一次産業省の一部門として農業畜産局があり、今

屈関連の部としては、 ResearchDivisionと AgriculturalProtection Divisionがある

が、本来研究部に入れるべき Animall!usbanndry Researchが腹業保護部に入っていた。

動物保蔑（家畜衛生）や検疫事業に関連する研究が主として行なわれているようで、家畜

栄投化学の下に Animalllusbanndry Research Centreが位↑住しており、この組織構成図

の位骰付けにあるように、家畜生肱部門に対する比重が低いように見受けられた。

股業畜産局は commodityによって区分されているというが、図ー 6に見る通り区分け

が明確に行•なわれておらず、小規校な部門、部局の便宜的な奇せ集めの感がある。予算の

面でも偏りがあり、輸出作物の振陳に亜きを骰くばかりに、本年度の予符は Investment

Divisionに 15%WI、他は 5%減となっているとのことであった。技術系の公務員には周到

に時間をかけた，1111紬が必投であるが、現在では 6ヵ月の,;Ill純でその分野の専'.Ill]家に成って

しまうそうである。畜廂獣医分野で MSc. を持つ者を必要としているが、 65%しか満たさ

れていない。研究を実施したくても、現在では trainingと治板にしか時間と力を割くこ

とが出来ないのが視状であるとのことであった。

現在 PNG で、研究及び改良普及、農業生脱の上で 11~] 題となっているトピックについて
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SECRETARY 

DEPUTY SECRETARY 

-----------・-、----・-・---・---------.. -・-・-.-―.. —_____ J 
―・・Research Division : Farming system research, Crop research station, Post 

-harvest lab. 

Agricultural : Vet、 fieldservices, Vet. Lab. services, Animal hus-
Protection Div. bandry research, Chemistry section, Plant protection 

Aquatic weed control, Agricultural Quarantine 

.-Project Preparation Branch:Project preparation, Land use 
I section 

--Investment -」
Di V. I— ·Export Crops Branch:Nucleus estates, Export crop research 

I - Food Managcmenl flranch:Subsistcncc food pgmme .. Commercial 
food pgmroc. 

Planning & 
---Programming 

Div. 
Strategy & resource planning, Economics, Marketing, 
Monitoring evaluation 

-Finance & Accounts, Audits, Personnel, Assets, Organization and 
Administration Div.: methods 

--Education and 
Training Div. Col lcges, In-services training, Staff development, 

Publication and information 

図ー 6 腹業畜廂局の組織

Dircctor(Agric. Prol.) 

~----·--·-·---7 
Assistant Director I 

Chief Plant Prot. Off. 

I 
Chief Q'nc Inspector Chief Agric. 

Chemist 

Aquatic Weed Control 

- -

1 
Chief Vet. Off. (Services) Chief Vet. Res. Off. 

Sen. Vet. Pathologist Sen. Vet. Para-
sitologist 

図ー 7 農業保護部の組織
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農業保護部長の Dr. M. Nunnに挙げてもらったところ、次のようであった。

1. 高地地楷のゴロカにニュージーランドから、ロムニーマーシュ種とコリデール種を溝

入したが、飼料給与の不適切、沃索 (I) 欠乏のために大半が死亡した。現在はオースト

ラリアが主導して、 drenching (薬浴）、ロードサイド放牧等を実施している。そのた

め寄生虫の宮が防げ、繁殖成糾が向上している。然術の牧点は蛍白質が不足するので、

ルキナ等のマメ科柏物の給与、コプラミール、オイルバーム粕のような農業副廂物を補

助的に仔えるように指導している。

2. P NGでは土堆中に[、 P、Cu、Co、Naの欠乏があることが知られており、採食する

植物を介して、動物の生産性に与える影響を調査する必要があるため、動物体のミネラ

ル調査を行なうことを考えている。

3。股家には改良杵及技術をパッケイジにして、一つの大きな総合技術としてりえられる

ようにしたい考えである。

4. 現在 PNCでは、ニヵ所の大規模、 12ヵ所の中規校、 50ヵ所程の小規校ワニ捉殖場が

あり、皮と肉の生発をしているが、皮（皮病）に奇生虫が発生し、その防除対策がf1ll起

となっている。

5、J悶業副餃物の飼料利川を farmingsystcm(Crop and animal) の中でイi機的に行なっ

ていかなければならないが、その第一歩として、在来の飼料及び副脱物の栄設価の分析

を総合的に行なう必要があると考えている。

6. 牧草の利川には不適当な雑収のバイオロジカルコントロールの可能性を求めている。

これに I,¼! 連して、コーヒー、バナナの古虫防除に奇生蛉を）11いる社11l1jであり、ルキナ（

ギンネム）のキジラミ防除にハワイからテントウムシの導人を計画している。

股業畜産屈の組紐構成やこれらのトピックから想定して、まず、第 4こ家畜衛生面の研

究が擾先し、第二に家畜に対する栄義的改善研究及びその関述の研究が、その次に家帝の

追伝的改良研究が位ii'tすると考えられた。現在のこの国の状況は初歩的といえる状態とは

言え、他の途上国に共通して見られるように、この国が内包する研究上の問題，点及びその

解決のための共阿研究の；益投は大変多岐にわたるように感じられた。

(5) CSIROスクリュウワーム蠅 (S籾）研究施設 (CSIROScrew Worm Fly Unit) ;W!l',l 

この施設はポロコ (Boroko)地区でもかなりはずれの郊外にあり、ポートモレスビイから

自動車で 40分の所に位附していた。オーストラリアの CSIROに所屈しており、 PNGの
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所管するものではなかった。オーストラリア人 2名、 PNC人 5名で迎営しており、オー

ストラリアが畜苑立国として成り立っためには、外国から脅威となる恥虫古を自 llilに人れ

ないようにする必投があるが、その一つである SWFはPNCから直接何等かの経路をた

どって侵入してくるものと想定され、その侵人防止を目的として相圧に往来の頻繁なポー

トモレスビイ近郊にユニットを設置したとされる。

資任者の Dr. G. M. Clarkeは不在であったので、代わりに Mr. 01.lo Faheyが説明し

てくれたが、詳細についての間き取りは充分ではなかった。

ここでは、沖縄で行なわれているウリミバエの撲滅方法と同様に SWFのサナギにコバ

ルト (Co-60) の放射線を照射して、人丁．的に不妊にした蠅を自然に放つ方法を採ってお

り、一週間に 30、000、000の不稔蠅を生産している。 SWF は温血動物全てに寄生する。 21

日間のライフサイクルを持ち、動物の体にある傷 f]に卵を産み芯け、孵化したウジが偏口

から内部に侵入して、生休を食べる恐ろしい寄生の仕方をする事で知られている。

アフリカ、メキシコ、中近束、インドネシア、マレイシアにも分布域をもち、 1,700m以

上の高標晶では、寒さのために生存出来ない伸徴を持っている。また、いまだに火敵とな

るものは見つかっていない。しかしながら、治療方法は至って倍Ji札で、ワセリンに殺虫剤

と他の槃剤を混ぜた ScrewWorm smear を作り、幼虫の奇生している似 [lに冷布すれば良

いだけである。

飛行機からの不妊蠅を定期的に散布しても、地形が複雑で地域が広過ぎ、散布の効呆が

出ていないとげう評価であった。例えば沖縄ウリミバエの様に[;/]釦された，1位での散布であ

るとか、メキシコのように平島のくびれの狭い部分に不妊蠅の散布ベルトを作れば、季節

的に移動を緑り返す昆虫には効果的であるが、 PNGにはそのような地理的ポイントなり

ゾーンなりが存在せず、その上に、蠅は標高 1,700m以下の山岳を含む複雑な地形の中に

に薄く広く分布していることと、季節的な異動をしないとすれば、白然状態の蠅と不妊処

骰をした蠅とを効果的に交尾させることが非常に困難であるのも道理であるように思われ

た。

蠅を飼育して卵を）産ませるケージが数十並ぶ部兄に楽内してもらった。ケージの中に特

殊な飼料が入っており、 1窟卵を容易にするためか、ネットを弛ませて幾屯にも堆らしてい

た。卵は別の部松で孵化させ、生まれた幼虫は血粉、脱JJ町粉乳、肉粉その他を混ぜて薄く

練った水溶状のものを飼料として沿み込ませたマット状の粗い繊維の中に移され、その溶

液中でサナギになるまで育てる。この部屈はこの特殊な飼料と幼虫の出す排泄物の異様な

-45-



匂いに満ちていて，飼育作業が大変であろうと思われた。人工飼育で集めたサナギを前

述のように Co-60で照射した後に羽化させ、自然界に放っているが、ここでの大きな作

業上の問類は Co-60の取り扱いに関わる事で、照射を行なう機械が !El式なために、全行

程を手動で採作しているが、放射能暴露の危険が常にあるため操作課程を自動化すること

を計画しているとの事であった。また '1甚え難い匂いを発生する幼虫が排泄した炎と食べ

残しの処理も環境汚染の面から改善すべきことであるように思われた。

5) P N G農業研究調査旅行の感想

ートモレスビーからラエに向かう飛行機から眼下に見える山並みを見ていたところ、

ほんの少数ではあるが所々に入家が見えた。部落よりも集落といったほうが良いくらいに

人家戸数は少なかった。山の稜線を利用して焼畑をしているか、川の岸の曲がり角の堆積

地帯を畑に使っている様子であった。集落と集蕗の間に幾軍にも山並みが重なり、連絡の

ための山道があるようには見られなかった。集落間の往来はどのようになっているのだろ

うか。

同様に首都ポートモレヌビーから第二の都市ラエに陸路で行く手段は今のところまった

く無い c 交通手段の第一は飛行機である¢ ラエからは奥地のハイランドに向かう道路はす

でに建設されており、奥地を繋ぐ重疫な交通の動脈となっている。コーヒーなどのハイラ

ンドの産物はこの道を通して搬出されることになる。この国ではまず道路の整価が第一の

課題ではないだろうか。交通・述搬手段としての家畜を知らず、馬車も他車も経験したこ

とのない石器時代のような生活振りから、いきなり飛行機、 トラック、乗用車の世界に突

入した PNCの人たちがそれなりに迎和感も抱かずにいられることが不思議でならなかっ

た。文明は段附を辿って経験して始めて身に沿くと思っていたのがどうもll¥l迎いらしい。

人間の新しい屎様に対する順応）Jは案外タフで、これまで民族として経験しない事柄であ

っても、白らダイジェストして身につけてしまう能力を持っているらしい。

さて、逍路網が整備されたらどうなるだろうか。かれ等に文明の息吹を楽しませること

になるのだろうか。トラックや乗用中だけでなく、束南アジアの各地に見られるように、

冷緑JilI、テレビ笠の外部から種々の物質的、*'『神的な刺激が何等かのフィルターも通さず

に、直接入りこむに迎いない。現在でも就業可能人口の内で、約1/3が賃金労働者で、残

りが貨幣経済に頼らない自給自足生括者と非就業者で占められていることが現状である。

これらの外部からの刺激の少なかった村々には、部族としての生き方、言語の相違その他
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々の占くからの

り込むとなると、これまでの伝統的生話様式や価値観との間で厳しい相克が起こるに違い

ないと思われる。農業保謹部に来ているオーストラリアの研究者とこのことについて話し

合ったが、彼は、今まで伝統的な自給白足による料らしの中にいた人たちには、外部の世

を知らない

呆になるという

れ溶

lijlまれていたからで虎ると［『われている

[(の比率がい：して、

、卜"又，

が、東南アジアの各地で見られるような無

の であったり t 見返りとして雷

なるのでは国臼エアーニューギニの飛

われた。

国の

チ・¥・ ・-こしての迅跨網の整伽ヵゞなされるに辿れて

には

ってそ白

uのあたりにした

してみても、

とする の

6) 然術股

❖ 噌，iであろうと7"Jい、

であった念

白

的に

諜 っているが、そこに近代的貨幣経済や麻品の購買刺激が入

までは

建設と物質的刺激は人々に不窄をもたらす結

部だけの森林資源冷鉱物資源の開発に限ら

が進まなかったのも、道路網が整仙されていなかった事に

r
j
,
 

りゞ

の輸出に頼る

f

ふ
↓

j
 

白給経済から貨幣

等、文明の

に移行しつつある

める占が1崖く出てくるようになり、イン

してくる 1姐兌の

の伐採や鉱物責源の開 による自

のダンピングの場と

の胴体に描かれた極楽畠も浮かばれまいと息

的な根菜類の採取的殷業を止めて

の指羽などによって、貨幣の使用に恨れるに

の人々の経らしの中に、心々と流れ込む祝代文明の光と影を

-れらの人々の本‘りの生話とは、平幅な窮らしとは何だろうかと自

しただけの一人の旅行者，傍観者には、この国の農業を枯調

に対して、楽観的な と悲観的な見方が相半ばするばかりで、青黒い

山版に籠朝掛かる朝モヤのように決として、今以てその将来を明確に想定することが出来

ないままでいる。

センターと PNCの農業試験研究機関との研究協力の可能性

この囚は、財政lfliでオーストラリアから無伯財政扱期を受けているが、今後一附削減の

傾向にあるため、悔外から多角的に援助を求める但が強い。また、一方、油間した先々で

現地人以外のスタッフに，説明を受けることが多かった。オーストラリアやニュウジーラン

ドから農業行政と農業研究の分野で指森的役割を担うための人的援助・交流が大変頻繁で

あることが伺われた。すなわち、ある紅味における影態下にこの国が骰かれているように

忠えてならなかった。この影態を度外視して日本からの研究協力を推し進めることは大変
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な無理があろうかと思われる。

この国の農業に関係する研究内容はこれから深化していく初期の段階にあり、現地出身

の研究者も段々と数を増しつつあるようであった。確かに熱楷農業研究センターとの研究

協力の肘在的必疫性は認められるものの、このような状況のもとで、この国に研究対象を

設定するには、受け人れる側の研究環脱が十分に熟している段階とは思われなかった。

4. International Development Research Ccntrc(IDRC) 束南・束アジア地域事務所訪

間

1) IDRCの成立ち及び括動の概要

IDRCはカナダ系の国際援助機関で、関発途上国の発展のための科学及び技術研究を

頻、援助する日的で '70に設立された。シンガポールにある束南・束アジア事務所は束

南アジア、束アジア及び大粋州をカバーしている。

IDRC が財政的、専~門的援助を与える分野は開発途上国の人々の日々の暮らしに直接間

接に影響する分野で、農業に1謁して食物貯蔵、食物加工と流通、林業、旅業、畜産、エネ

ルギー、熱帯病、給水、健康管理、教育、人口 1問題、経済、通信、都市政策、科学技術政

策、梢報システム等の広い分野を包含している。

IDRCはカナダ政府から全ての店金を得ているものの、その述営は 21名の国際メンバー

からなるガバナー委且会によって管理される。メンバーの内 11名はカナダ人、残り 10名

の内 6名は必ず開発途上rnlからのメンバーで構成されるれになっている。

研究プログラムに示された研究援助分野は、以下のように 7divisionに区分された組

織になっており、各々の研究活動及び援助の範皿と内容は次の通りである。

Agriculture, Food and Nutrition Sciences Division: 

作物栽培、作付体系、乾燥地半乾燥地の植林＾かに重、点が[iQかれる。他の主要な援助分

野として以前には関心の払われなかった根菜類、食JIJマメ、油料種子の様な食紺資源；

アグロフォレストリー（造林ー作物一家畜生苑） ；多毛作体系；草地改良；農瓶物残さ

と M耀物の家畜飼料利川；投殖邸業・魚具類の削殆；穀物、果物、魚類の保全、）~IJT 、

流迎ぐ炉l・・・苑後のシステム作りが卒げられる。

Health Sciences Division: 
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給水と消必；母親と幼児の健康；熱楷と伝染性の病気；職場環境整備と健康；健康管

理研究；屈川者の,ill!練及び健康向上による経済的効果等、健康管理休系確立に関する研

究を行なう。

Social Sciences Division: 

国際的発展に閾連する社会的、経済的な諸問題の理解を深めること、種々の主題に対

する政策の選択を研究者や政策立案者に助言する。これらには教脊、人日間題、科学技

術、エネルギー1/tl趙、都市開発、経済、農村開発が含まれる。社会科学と牡別の地岐的

な11¥J閣の研究に対して限られた数ではあるが1玉l立または地方の研究機関に援助を仔えて

いる c

Information Sciences Division: 

地域及び国内梢報システムの構築と図書館機能の改袴；国際梢報網への参加、地域、

阻界の発展に関連する主姐を扱う特別な梢報センターの創設、特に農業、飩康、人口、

J!i1業、環様、地図作成、社会間］姐等とti'f報機器及び）j法に関するもの。 IDRCが発展途

上国のためにデザインした MINISISというソフトウエアーのパッケイジを配布するサ

ービスをしている。

Communications Division: 

IDRDCが援助した研究の成果を印刷やフィルム、講演、翻訳等の手段を使って公表す

る。科学的、技術的な梢報を公布するために、発展途lこ国の研究機関の能力と伝達手段

の強化の援助をする。

Cooperative Programs Division: 

発展途上国の科学研究グループとカナダのカウンターパート（大学、政府、私企業）

との間の共同研究を促進させる。地球科学プログラムを例にとると、サテライトを用い

て、カナダから第已 (ft界に対する研究の成果の伝逹の改善に省りしている。

Fe! lowships and Awards Division: 

第三世界の研究者、管理者、 IDRCのプログラムデビジョンでカバーする部所に勤務

する立案者笠の研修の援助をする。初歩から翡度な内容に至る輻広い研修コースを用滋

している。それに加え、実習コースを通して、技術、研究、ク在.f!H手法を向上させるため

のノンデグリー・グループ研修も行なっている。カナダの国内若手研究者の枯金として

一部を川い、発展途上国の問題に馴染ませる。また、博士課程の学生には第三世界に研

修、研究、交替の為に派逍する。
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2) 地岐事務所の援助話動

この地域事務所では, Dr. Devcndraに IDRCの諸活動について説明をしてもらった。

は、かって私がマレイシアの MARDI に熱楷農業研究センターから共同研究のために赴

任していた時のカウンターパートであった。

彼に IDRCのオセアニアに対する研究協力，援助括動を 1附いてみたが、答えは次の通り

であった e この地城事務所は大汗州をも守備範囲としているが、本来大洋州はオーストラ

リアやニュージーランド

れていたのであるがち

て t 島国であるために周辺に

などが学げていた。

となってカパーすべきであると考えている。過去には力を入

った話動をこの地域で行なっていない。その理由とし

る波及的な効果が表れにくいこと、経費が他に比べ媒む

IDRCでは、従来通り 5 主として束南アジアの国を対象とした援助を行なっている。今

後の IDRCの束南アジアにおける揉助対埃として、これからはベトナムやビルマに対する

援助に愉い関心があるように見受けられた。枠にベトナムは比較的インフラストラクチャ

ーが整っており、蒻学歴の研究者が多いことを挙げ、他の周辺の国々に比較してこれから

研究援助対象国として高いポテンシャルのあることを認めている。このような見方は、ア

メリカの lJNDP, オーストラリアの ACAIRもまに同様な見方をしているということであ

った。

これまでこの地域事務所内に糾絨として存在しなかった AnimalProduction Section 

が '85に新設されて、①水牛 (Buffalo) ②小反すう家畜 (SmallRuminants) ③アヒル

(Ducks) ④飼料資源 (FeedResources) ⑤常雌技術大系 (FarmingSystem)を研究援助の

対象とすることが決っている。これ等の対象には、ウシ、ブタ、ニワトリが含まれていな

い。従来より束南アジアで比較的軽視されている分野の振腕に焦点を冴てていることに注

日すべき点がある。

Dr. Dev end raはこの地域で、 AnimalProduction Sectionに関わる 16のプロジェクト

の責任者となっているそうである。研究援助の方法について、彼が実施している内容を詳

しく聞いたが、熱術殷業研究センターとは、その）j法が大変異なっているのには懲かされ

た。各囚の現地、現出からプロポーズされるプロジェクトを審杏して、 IDRCの示す枯準

(Development priority、Regionalapplicability、Usefulness、Localresources、

Training、Researcharea) に合致し、援勘に値すると判断されたならば、プロジェクト
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に対して資金と資財を投仔することになる。直接には研究者を現地に派追しないで、現地

の研究所（者）に運営の一切を任せる c その代わりに半年に一度、 IDRCから担当の責任

が現地に出向き、プロジェクトの進捗状況を審査して、研究の方法や研究内容にアドバ

イスをし、試験遂行上必要と認められる事項、不必要な事項の見直しをするとの事であっ

たさプロジェクトは比則として 間の継続のみである。

熱梢股業研究センターや JICAの研究協力方法に比較して、異なる点が多く万良い点も

あり、悪い点も{c_fるように感じられた。どちらの）j法が勝れているか、それに対する点見

別れる事が予想され、評価を定めるには、なかなか困難だと息われるが、熱術農業研究

センターの の研究協力 る に、比較検討の対象としても良い参考事例で

あるように思われた。

5. オーストラリアの畜廂及び帝）光研究実態，謂介

l) オーストラリアの概況

オーストラリアの主裏惰i'z業は平も、小麦、砂粕、食肉、酪農製品などの農沌物と畜産物

の他に石炭、石ill!、非鉄金屈の帷出が盛んなw界打数の資源国である。また、オースト

ラリアは農業腔品の様な•次産品の生廂を主体とする農業先進国であり、これまでにこれ

笥については数多くのレポートが出されているので、ここでは殷業概要を詳しくは述べず

に、訪間した農業及び畜産関係の試験研究機圏及と大学の話動状況について記述する。

(1) シドニー大学股学部 (Facultyof Agriculture, Univcrsi ty of Sydney)訪間

農学部は AgriculuralChemistry, Agricultural Economics, Animal Husbandry, Crop 

Sciences, Microbiology, Plant Pathology & Agricultural Entomologyの 伽parlmcnt

で構成されている。 AnimalHusbandry Departmentはシドニー (Sydney) とキャムデン

(Camden)キャンパスに別れている。

朝ホテルを出て徒歩で大学に赴き、 9時頃にJ悶学部を油間した。所よりの手紙に対する

大学からの返事は貰えなかったが、それでも構わずに訪ねてみた。行ってみると、殷学部

では手紙が来ていることは承知していたが、それに対する処附は何もしていなかったこと

が分かって b 少なからず失望した。

ご—:）-J であったが、 「度夏休み中であり、連絡が悪いばかりでなく、広報関係のスタッフ
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がおらず、屈合わせた Dr. F. W. Nicholas、Dr. J. IL Mercerと Dr. D. dcKantzowに

現任実施している研究内容について聞いてみたが、諸氏はあまり詳しくないのか、学部及

び学科の全体的な活動状況について、組織だった十分な説明を得ることは出来なかった。

シドニーキャンパスは店礎的な研究が主体で、現在では国際的研究協力はあまり行なわ

れていないらしい。インドネシアのボゴール大学との間で、作物関係の共同研究を実施し

ていたが、近年、オーストラリアドル価格の下落に伴って、予算的に余裕が無くなってい

るため、これからも段々と縮小の傾阿にあるそうであった。これまでの経緯から発展途上

国との研究協力は、施設、研究費、スタッフの滞在費、相手側の教村に経費が掛かりすぎ

ると判断しているとのことであった。

革地と植物に関する応用的研究をシドニーから 1.5時間の所にあるキャムデンキャンパ

スで行なっているとのことであった。このキャンパスの概要をシドニーキャンパスで知る

ことが出来なかった。 11:30からスタッフミーテングが始まるということで '89の大

案内を一冊煩き、大学の生話共同組合の沿藉売店でオーストラリアにl紺する本類を購人し

て、ホテルヘと帰路に着いた。

(2) CSIRO Ian Clunies Ross Animal Research Laboratory, Division of Animal 

Production 訪間

Division of Animal Productionは、シドニー市内からタクシーで 1時間位の郊外にあ

り、そこでは、 Senior Commun1catlons Officerの Dr. T. F. Lechcが待っていてくれ

た。研究活動の説明のためにビデオで内容を紹介してくれ、パンフレットも頂いた。その

後で Dr. J. Murrayが自分の行なっている水牛の細胞遺伝学 (cytogeneti cs)研究の内容

を紹介してくれた。スワンプバッファロ（染色体数： '18) とリバーバッファロ（染色体数

: 50) の染色休数に関する話しや、血液中の 35種の酢素の分析により品種の相違を比較

していた。彼の分類法によると、スリランカには染色体数： 50のスワンプバッファロが居

るとのことであった。これまでにスリランカ、マレイシア、インドネシア；スマトラの水

牛各 50個体の血液の分析を行なっている。この他にタイ、インドシナ、中国、台祐等か

ら血液を採取して水牛の広範囲な追伝的分布及び相圧関係を調べたいと言っていた。

次に、中国で行なった Dr. M. Wongによる FECUNDINの投仔試験についての説明であ

った。この薬剤は一種のホルモン剤でヒッジに投仔すると双子の出生率が 20~25%上昇す

るということであった。その他にもの一時的成長抑制剤を開発しており、ヒッジの屯を手

で剥いで収穫することが出来るように計画していた。
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最後に束南アジアに蒋入した AustralianMilking Zebu(AMZ) についてのビデオを見せ

てもらった。特にマレイシアの例が多かった。

オーストラリアでは、北部においても、ホルスタイン冷ジャージー、エアシャー等を用

いて乳生所をしていたが、暑熱~かの屎槌的に不適な地城の乳生産を目的としてオーストラ

リア国内でこれ等のヨーロッパ系の乳牛を枯礎に、冶熱に強いインド系のゼプを組合せた

謹 zの育種がリり始された。この品種の作出に努力している間に、南部の乳生産が本格的と

なり、牛乳の生産が過剰となってしまったために、国内で AMZのイi用性の）占盤が梢失す

るという経綽があったという。そのためもあってか、オーストラリアが長年月をかけて行

した種牛を役立てる場を求めて、竹熱等で環橙的に厳しい東南アジアなどに梢極的に柏

出したいと願うのは本心であろうと. AMZ品種成立の況明を聞いているうちに推察するこ

とができた。

(3) Institute of Animal Production and Processing(IAPP) 訪間

IAPPはキャンベラにあるものと息っていたところが、シドニー郊外のノースライド、

デルヒロードに最近移転したばかりであった。ここは従米より Instituteの一部である

Division of Food Processingの本部のある所で、そこに、 Instituteof Animal Prod-

uction and Processingとして統合され、キャンベラにあった Instilulcの本部として

移転してきたところであった。現在は事務所だけで機能しており Directorの Dr. A. D. 

Donaldとそのセクレタリー以下数人のスタッフが）はるだけというような感じであった。

従って、 ）JII上部門の陣容は分からないが、ニワトリの飼投に関する研究以外の家畜生産部

門の手足がまったく無いように見受けられた。

CSIROは '26に Councilfor Scientific and Industrial Researchとして組織された

経緯を持ち、その主たる日的と関心は農業と第一次廂業に関する研究であった。設立され

た最初の部屈は家畜の仙康腎則と栄投、上様、作物、飼料作物、漁業、食樹貯絨と翰送、

林苑、古虫の研究守であった。

'36には第二次産業をも包合するようになった。 :r:業科学部、国立枯準研究所、航空技

術研究所が設立され、オーストラリア）疫業の戦時の発展に爪汲な役割を果たした。 '49に

は防衛関係の部門が閉釦され、 CSIROとして再編された。 70年代の後期にエネルギーと環

税保全に関する仕事を開始した。それ以来、 CS!ROはその努力を、工業、梢報、通信に関

する研究へと方向を転換していった。一方では、地城所業、鉱業振判に対する援助も継続

している。
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CSIROの組織は、構成メンバーが 10人の産業界、団体、学会の識者によって構成され

る評議会によって基本的な政策が決定される。それに連なる評議委員長が評議会と全ての

Instituteの間を繋ぐ役割を担っており、図ー 8で示されるように 6つの Instituteか

ら成立っている。各々の Instituteの傘下には、種々の Divisionが分立して構成され

る組織となっている。 CSIROの評議会傘下の Institute構成の例として lnst itu te of 

Animal Production and Processingの組織名と所在地を図ー 9に示す。

IAPPは CSIROの中で最も大きな Instituteで、構成人員は 1,500名、その内 500名

が研究者である。 IAPPの '87/'88年度の予努は年間 95,000,000A$が井上されている。

これは CSIROの全休予符の 23.6%に相当している。また、 CSIROは工業界、関係の協会

等の外部団体からも研究に要する資金を得ている。 IAPPが得ている全予符の 1/3は、こ

のような関係分野からの拠出金によって賄われている。 IAPPが担当する研究分野は、家

帝では、主にヒッジとウシが対象で、集約的な飼有方法、放牧の様な粗放飼村の研究、 'f.

毛、牛乳、肉類の生廂に関する研究、食粗厭料一肉類、酪農製品、一般の食物の合理的な

加工利川一人間への栄沿供給等に関する食品科学研究、家畜衛生一新槃の開発（化学然品

・ワクチン）、病気に対する抵抗性品種の作出等である。

lAPPの構内には，畜産）on I. 閲係の施設の他に、ニワトリ関係の施設があり、内部を見

学させてもらった。施設は大分古く 40~50年前に建てたような鶏舎であった。セクレタ

リーの Alan氏によれば、予符がここ 10年間、年々少なくなっているとの事で、国内の

事梢によるものであろうか。

ここでの研究話動の内容はニワトリの脊種l対係の研究がじ休で、オーストラリアが誇る

黒色のオーストラロープぎ X白色レグホーン卒を交配して、オーストラリアの環様に適合

したコマーシャル鶏をつくる研究をしている。交配のための二系統を選抜して F, を作っ

て、セロレイヤー (Serolayer)と呼ばれるコマーシャル珀として利用していた。国内の産

卵競の 25%がセロレイヤーで占められているとの事であった。

一方では選抜によって 22時間間船で廂卵するような系統を作っている。本来ニワトリ

の産卵IHJ船は常謙的には 24時間間屈にすることが理想であって、これより長くても短く

ても、 1 日 1卵の脱卵 HU隔が加れてしまう。ここでは多廂• 生脱性の向上を促すための育

種が日的で、管理方法として終 n点灯をして、音楽を聞かせて 22時間間隔で産卵させて

いる。現在では、卵殻が弱く、 •I次卵を 1蛮む傾向が強いことが分かってきて、この育種 LJ 的

の総合評価はあまり良くないようにけわれていた。産卵鉛の収容ケージにはタマゴが落ち
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る部分に金属線が張ってあり、水銀スイッチに連動してカウントする装置が付いていて、

ニワトリのナンバーと時間のデータをコンビュータに入力して処狸をしていた。破卵や軟

卵の場合はどうするのかと誂ねてみたが、やはり後で人間がキチンとチェックするとの事

であった。

(4) Australian Centre for International Agricultural Rcscarch(ACIAR), 訪tll1

l. ACAIRの概要と役割

キャンベラ市内にある ACIARの本部に赴き、而外における ACIARの任務・研究活動

状況について調査した。この独立した法定公共事業機関は議会条令によって '82に設

された。この活動はオーストラリアの ODAプログラムの一部と成っており、外務省が

轄している。 ACIAR自身が、通常研究をとり行なうのではなく、オーストラリアが特別に

科学技術上で飯位に立つ分野であって、その解決の為に緊急を投する間埠を持つ開発途上

と、オーストラリア国内の研究機関の研究グループと契約して、共同研究を進めるため

の仲立ちをする組織である。研究の内容が適内であれば、 CGAlR関連の国際研究センター

との間で、連携を深めていく事もある。

ACIARは承認された研究計画に資金を提供する。また、承認された研究協力の範囲内に

限り、リり発途上IJ、1から人を呼んで研修をする機会を設けている。

殷業研究の範囲は、家畜生産、家畜衛生、作物生産（作物改良、作物保護、植物栄投）、

上壌及び水管理と上地利川、林業、；漁業、作付け大系、社会経済とポストハーベストであ

り、通信の分野をも包含している。特に、半乾燥地梢で一般的に痩地であったり、大部分

が熱楷問に屈していたりする発展途上国と生態系が似ているオーストラリアで、研究が進

んでいる分野に焦点を当て、これらの間題を解決するための研究援助をその任務としてい

る。 ACIARの話動は、主に束南アジア（特に ASEAN諸国）、パプアニューギニアと南太

平'"'諸国に集中している。限られた範囲内でのプロジェクトが中国、南アジア、アフリカ

のサハラの南側で行なわれている。西アジアや北アフリカについては特別の場合にのみ考

曲される。 ACIARは南アメリカ、中央アメリカやカリブ諸国とのプロジェクトには資金を

促供していない。

2. ACIARの組織

ACIARの組織は、図― 10に示した次の様な部局で成り立っている。

なお、各部屈の構成メンバー、任務の内容の概要は以下の通りである。

Policy Advisory Council: 
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Policy Advisory Council 

Research 

Program 

Deputy Director 

Coordinators 

1. Animal Sciences, Fisheries 

2. Crop Sci enc cs 

3. Forages 

4. Forestry 

5. Plant Nutrition, Soil and 

Water Management and Land 

Use 

6. Postharvest Technology 

7. Socio-economics, Farming 

System 

- MINISTER for FOREIGN 

AFFAIRS and TRADE 

Board of Managcmcnl 

Director 

Communications 

Program 

Coordinator 

Corporate Management 

and Support Services 

Program 

Centre Secretary 

Manager 

Corporate Services 

図ー 10 ACIARの組織 (30June 1988) 
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3名の常任委員と 16名の非常任委員、この内 8名は発展途上国からの任命者で構

成され、発展途上国の農業上の問題研究の優先度、オーストラリア側の研究能力、研

究計画の評価等について助言をする。

Board of Management 

5名の著名な研究者、研究管理者と ACIAR所長で構成、センターの運営に責任を

持つ。センターの業務の遂行のために、基本計画、述営計画等の指針を設定する。

Director and staff 

所長と幹部所貝は、研究計画案を川、立し、研究課加の監修を行ない、研究管理上の

援助等、センターの日々の管理に対して、責任を持つ。

3. ACIARのスタッフとの話し合い

Research Program Coordinatorで、 AnimalSciences/Fisheriesが担当の Dr. J. 

Coplandが主体となって ACIARの活動状況、性格等について説明してくれた。また、同

じく ResearchProgram Coordinatorで Economics/FarmingSystems担当である Dr. K. 

恥 nz、 Forestry担当の Dr. J. Turnbull、Communicationと Publication担当の Mr.

B. Lee とも各自の専門分野の内容等について話し合った。

畜脱に関係するプロジェクトは相手国を第一グループ（インドネシア、タイ、フィリピ

ン、マレイシア）と第ニグループ（ベトナム、カンボジア、ラオス）に分けている。水牛

や牛等の反すう動物を主体に、栄義、バイテク、家畜衛生の分野について研究援助をして

いるが、近い将来は中国でも行なう計画である。その他に、オーストラリアではニワトリ

のニューカッスル病の防疫体制が完全に整っているので、この経験及び組織を参考にして

束南アジアに応川することを計画しているとの事であった。

社会経済の分野の援助予尊は 1.2mA$、全体の約 10%の予節で、 10のプロジェクトがあ

り、単純計掠では 0.12mA$/人／年になる。ここでは純粋の経済プロジェクト、経済政策

と技術プロジェクトのカテゴリーに分けて実施しているが、 2~3の家畜生脱に関する技

術的なプロジェクトが含まれている。これ等は純粋の研究ではなく、現地での実証プロジ

ェクトの性格を持つものであるとの事であったが、その詳細は分からなかった。

林業の分野では現在 3プロジェクトを中国南部で行なっている。アカシア・ユーカリプ

スの育林で、燃料、紙パルプと材木の生J窟、エロージョン防止を目的としている。タイ、

マレイシア、インドネシアとも共同プロジェクトを行なっている。

オーストラリアは腑物の追伝資源が大変豊富なことが知られている。アカシアの品種だ
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けでも 800種あり，生pi'£[1的によって、品種を選択することが出来る。乾期の長い地域で

はアカシアを飼料として用いる事も計画している。例えば、 ILCAや西アフリカに於いて

もこの目的でアカシアを利用する計画をしている。ユーカリプスも 550の品種があり、世

の各地でそれぞれの合理的な利用の方法を研究中である。なお、アグロフォレストリー

に対しては、概念としては合理性に富み、理論として立派に成り立ち得るけれども、方法

論としては大変難しい事であるために両立が困難と判断しており、計両の最初から林業と

農業は早晩分離するものとして考えていく必要があると言う見解であった。

4. ACAIRとの研究協力の可能性

すでに、 ACIARと JICAは連絡を保っており、 JICAのケニアの植林計画のケニア側の

スタッフの研修を J!CAの責金を用いて、オーストラリアで行なう様になっているようで

あったので、日本の技術協力の事梢についてかなりの知識を持っているように見受けられ

た。 ACIARでは、オーストラリアのスタッフと協力して、 JICAの資金力、施設、機械類を

同して使ったり、 JICAがプロジェクトを終了した後に、施設、機械等を使わせて欲し

い様な様子であり迄今，ここに新しく知った熱楷｝農業研究センターについての知識を得る

ために今後連絡を密にしていく事を欲しているようであった。将来は熱惜農業研究センタ

ーも ACAIRの様な同じ分野の仕事をしている外国機閃と連絡を密にして力を合わせ、足

らない所を圧いに補い合うことも、これからの熱帯農業研究センターの活動の輻を広げる

ための一つの方法のように息われた。

(5) Centre for Internalional Research Coopcration(CIRC) ;t/Jjl¥J 

キャンベラ r!Y内の［尉枡な通りに !fliして、あまり日立たない建物が CIRCの事務所であっ

た。

CIRCでは伽put.yOfficer-in-Chargeの Dr. Ta-Yan Leongが一切の説明をしてくれ

たが、彼は日本の大学を卒業しており、日本晶が大変堪能であったので、久しぶりに母国

語を使って話すことができ、安心した会淡ができた。

1. CSIROにおける CIRCの役割

CIRCは CSIROにおける科学全般に関する国際的な関係の深まりを促進させる部門であ

り、洵外の研究機閲や政府l周係部J,Jと CSIROの間の結び付きを強める役割を果たしてい

る。

待に CSIROの各 Divisionにおける国際研修計画の準備と受け人れ、オーストラリア

でおこなわれる国際的な種々の会合の主催を行なっている。これらの役割を全うするため
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に、 CIRCは CSIROの各 Divisionの行なう国際的な活動の組織化を手助けするばかりで

なく、国内の中核となる研究機関、政府関係部局、国際開発援助機関、外国大使館等との

緊密な連携を保っている。

CIRC設骰の日的は① 計両の実施品可を公式化する。もし求められた時には、国内研

究組織の国際活動への参加に対して、その方針や方法等を準備する、② 1949年の科学及

び産業研究法における国内研究組織の活動方針に枯ずいて、国際的科学技術援助協力活動

のために CSIROで用滋できる人的資源の活川を推進し、助長する、③ CSIROの開発援助

活動の焦点を明確化し、 crncが全ての CSIRO関係の開発援助話動を推進し、調整する役

割を果たす。例えば、 CSIROの貯えている専門知識の導入を望んでいる国々や他の援助

機関との最初の接触点としての役割を果たす、等である。

以上の目的の達成のために、国際貢献や活動に CSIROが参加するために必要な新しい

実施方法と管狸}j法が '83の始めに祁入された。これは CIRCのアンプレラの下で CSIRO

と国際科学研究機関とのfll]の公的述挽が集中するようにデザインされており、 CIRCの調

整機能による国内外の各研究機関や援助機関との有機的な連携の基に、 CSIROの機能が効

果的に発揮されるような組織体制をとっている。

'84/'86の三年間に CIRCを通して実施された CSIRO短期専門家派追のための協議事項

は 95件あった。その内の 12件は ACIARから、 29件は他の援助機関である Australian

恥 vclopmentAssistance Bureau(ADAB)から実施のための資金を得ている。 CSlROが行な

う研修の実施については、研修項目が 60項目あり、その内の 21項目は ADABからの資金

によって賄われていたが、 ACIARからの資金提供は無かった。 CSIROの研究援助計画

(Aid Projects)は 11課姐あったが、その内 33課迎が AClARから、 8課頌が ADABからの

資金によっていた。

このように CIRCは CSIROの維持している研究陣容と、開発途上国からの研究協力、

援助疫語、資金援助を行なう援助機関（スポンサー）の間の調整役を果たしていると見倣

してよいと思われる。

CIRCは ACIARと ADAB等の国内援助機関の他に、 AsianDevelopment Bank、Canadian

Development of Agriculture、CIAT、PAO、InternationalAtomic Energy Agency、Inter

-national Union for the Conservation of Nature & Natural Resources、ILCA、IRRI、

United Nations Environment Program、UNESCO、UnitedNations Industrial Develop-

ment Organization、USAID、USDA、WHO等、国及び国際機関と資金援助及び研究協力関係
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を保っている。

2. Dr. Ta-Yan Leongとの会見

CIRCの果たす役割として t 他の援助機関との関係を例にとると、悔外援助予尊を持っ

ている国内外の FundingAgencyと交渉に当たると同時に、国際協力のための研究技術

協力内容を用紅して、実施のための予符処附を行い、一方では CSIRO中の研究機関から

脈迎する人員、研柊の受け入れ先等の確保を計る役割を果たしているとのlJlであった。こ

れらの話し合われた内容を節略に図示すると図ー 11 の様になる。

CSIROは政府の研究機関であるが独立した組織となっている。政府から予卵を得ている

ので、 Ministerof Scienceに対して責任を持ち、国会に対して報告内を提出する義務を

っている。

3. CIRCと然術農業研究センターとの研究協力の可能性

農林水産省の各殷業研究機関、 JICAと熱帯農業研究センターの関係と CSIROの下部機

関である CIRCと外務省の付屈機関である ACAIRや ADABの連携話動は非常に良く似て

いる場合もあり、異なるところもあって、大変参考になると思われた。特に熱術｝塁業研究

センター調査梢報部研究技術梢報官の役割と crncの各コーディネーターの役割が大変似

ているように感じられた。

熱帯農業研究センターが、今後オセアニアの研究援助を行う場合には、他の農業先進国

の研究機関と何等かの水平的な述携を必疫とすることも将来は生じることと思われる。ま

た、将来は外国（人）の参加を求めながら研究協力を行うことも大事なことのように思わ

れる。このような将来の事態に仙えて、国際協力に関する佑報の交換等を手始めとして、

相互に協力が可能となるように、緊密で.{f効な関係を形作るための努力が必要な時期に到

っているのではないかと思われた。このような研究協力の相談の相手として、組織体系が

酷似している CIRCの様な外国機関が最も蔽しているように判断される。

(6) CSIRO/Division of Tropical Animal Science訪問

(Long Pocket Laboratories, Meiers Road, Indooroopily, Q!d) 

1. ロングポケット研究所の役割

このロングポッケット研究所はプリスベーンの郊外、ブリスベーン川の辺に位骰する

Indooroopi lyにあり、敷地面積は少なく 7haのみであった。

この研究所は CSIROの Divisionof Tropical Animal Productionの本部であり、熱

術家畜病と寄生虫に閲する研究の中心となっている。ここでの研究はワクチンの開発が主
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侶書提出の義務

国内

e
 

e
 
€ 

c
 

国外、援助機I閲

人員派逍要

しー一ー資金援助要諮、研究協力

図ー 11 CIRCと他の機関との関係

＊，研修生の受け入れ機関については、期間を区切って複数で受け入れる事がある。

例； CS IRO 1/2期間、 SydneyUniv. 1/4期間、 NSWAgr. Exp. Sta. 1/4期間等の様

に分散して受け入れる事もある。

* 2 ケニアで行っている植林のプロジェクトにオーストラリアが協力、ユーカリ、アカ

シアの種子の供与、研修の受け入れを行った。必要な資金提出は全て JICAが行っ

た。
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体でで、ダニ及びダニ媒介性の病気、消化器官内寄生虫、産卵バエ類 (Blowflies)、バッ

ファロフライ (Buffaloflies) 、虫媒介ヴィルス (arboviruses) に対する研究が行われて

いる。なお、然術家畜制の研究話動は、この研究所のみで行うのではなく、北オーストラ

リアの家畜の生産性改善のための育種や生理、栄義の分野を担当するロックハンプトンや

タウンズビル等の他の Divisionグループと連携し、共同して実施されることもある。

施設から産出される汚水は熱処理によって消毒されて、排水系に流される。毅尿処理水

は敷地内の芝生や熱帯雨林地に流すことになっている。

研究所のスタッフは総計 91名で、その内 27名が研究者である。ブリスベーンから北へ

30kmの所に Amberleyと Willowbankと呼ぶ野外実験施設がある．

2. 研究内容の紹介

所長 (Officer-i n-chargc) の Dr. K. C. Bremner による研究所の成り立ち、その他の

一般的な紹介があり、午前中 4名、午後 4名の研究者によって個々の研究の内容と成果に

ついて説明してもらい、施設を見学させてもらった。

Dr. J. Nolan -Biochemstry of Acaricidc Resistance 

後述のダニ熱 (CattleTick)に対するワクチンの開発が成功し、この寄生虫の撲滅に革

命的な成功の可能性をもたらした。だが、ワクチンを市販するまでには時間を要し、その

間、帝廂農家はダニの駆除に効果的な薬剤 (acaricidcs)をmいなくてはならない。問題は

使川している薬剤に対する抵抗性を持つダニの系統が 3~4年の投与でで出現することで

ある。ロングポケット研究所にはオーストラリアで確認されている槃剤抵抗性のダニの系

統を全て飼育しており、どの様な梨剤に抵抗性を持つのかを選別、判定することができる

システムになっている。その判定に従い、新しく使用するイi効な他の薬剤を選定する汽料

を提供している。また、某剤会社が新梨を開発した場合にも薬効を確認するためにも用い

られる。この場合、莱効試験は 3週間続けられ、費用は 600/l.$/animal との事であった。

それに加えて、寄生虫の抵抗性を枯礎的な分子レベルで研究するためにもこれらの薬剤抵

抗性のダニが川いられている。

これ等の研究のために梨品会社、例えばバイエル、クーパー、チバガイギー、スミトモ

や、シェル等から費金の援助を受け、共同研究を行っている。

牛りの周囲に梨剤を満たした溝を巡らして、ウシを個別に人れ、一種類の抵抗性系統の

ダニを一頭のウシの体に付けてダニを成長、繁殖させる。床に落ちた成熟した雌ダニを水

洗して採取し、ビンに入れて fダニを孵化させ、増殖して、継代と試験材料に使HJしてい
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た。

Dr. R. M. Seebeck -Research Planning and Evaluation 

畜産を主体としたオーストラリア農業のコンピューターモデル、特に放牧システムの構

築を計画しており、経済評価を容易にしようとしていた。特に天候に閲する梢報を基にし

て、農家の利益向上のために研究成果の適川を考えているとのことであった。

Dr. B. F. Stone -Toxinology of the Paralysis Tick 

Australian paralysis tick(Ixodes holocyclus)により起こる病気で、吸血中に毒素を

注人され、急性の四肢の麻痴、呼吸器と心臓の節宮（血圧が高くなる）を起こす。ペット

動物、家畜、野性動物と人間（特に幼児）の被害が認められている。少なくとも家畜では

年間 10万頭の被害があり、人間には強いアレルギーを引き起こす。 8月から 1月にニュ

ーサウスウェールズ州の北部、クインスランド州の南部でウシの被害が多く生じており、

一週間紺に、梨剤の散布、槃浴をして防いでいる。ダニのぶ索に対する免疫性を付与する

ワクチン投与が動物を保護するために最も効果的である。最近試験的に開発が成功し、現

在ではバイテク手法を）llいて ftj販のワクチン製迩を進めているところである。この研究は

Commonnwealth Scrum Laboratoriesと、薬品会社の CoopersAnimal Health Australia 

Ltd. との共同研究になっているとの事であった。

Dr. I. G. Wright -Bovine Babcsiosis 

オーストラリアでは、ダニが媒介し、ダニ熱と呼ばれる病気の原因となる原虫 (para-

sites)は、 Babesiabovis, B. bigeminaと Anaplasmamarginaleであるが、これ等の内

でも B. bovisが最も経済的に爪要で、研究はこの原虫に対して集中的に行われている。

これまではウシの血液中で生きている原虫を用いてワクチンを作っていたが、他の病気

を伝染させるなど問題点が多かった。死滅させた原虫を用いるワクチンの製造は技術的に

困難であったけれども、追伝子工学的手法の到来によって可能となってきた。このワクチ

ンは CoopersAnimal Heal th Australia Ltd. と Commonwealth Serum Laboratories と

共同して開発しているということである。

Dr. P. W. Riddles -Molecular Biology 

ダニに対する牛の抵抗性、薬剤に対するダニの抵抗性等の発達の機構を分子生物学的に

研究している。例えば、 Babcsia原虫に対する免疫性発現の機序に関連する DNAのアミ

ノ酸のシークェンスを明らかにしたり、ワクチンの作川機序を明らかにして、将来はマラ

リアに対する予防方法の開発へ繋げていきたいと考えている。
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Dr. P. Willadson -Vaccination against the Cattle Tick 

ウシダニ {cattletick(JJoophilus microplus)}古はオーストラリアの牛生発に大きな

密を廿えている。これまでの防除法はダニに抵抗性の高い品種の作出と薬剤の投仔によ

ってなされていたが、ダニに対するワクチンの関発がなされたことにより、ダニに汚染さ

れている地術での肉牛飼育農家にとっては、飼行する牛品種の選択の輻が広くなり、薬剤

に抵抗性を持つ様になったダニの間むを克服することができるようになった。 1980年代の

始めに、雌ダニの抽出物でワクチンを作れば !3. microp/usに免疫となることを発見し、

この抽出物Lil来の保白質の純粋化から、 di販ワクチンの糾成を追伝f工学的に作り出すこ

とに成功した。この研究社圃は BiotechnologyAustralia Pty Ltd. との共同研究であっ

た。

Dr. T. D. StGeorge -Bovine Ephemeral Fever 

口蹄疫のようなウイルス病は現在のオーストラリアでは見られないが、数多くの虫によ

り媒介される病処がある。これらは arboviruses として知られている。オーストラリア

のウシの arboviruses として咽要なものは bovineephemeral feverを始めとして blue

tongue、アカバネウイルスを合む simbu group vi rusesぐりが挙げられる。ロングポケッ

ト研究所ではウイルスを媒介する昆虫の摂食行動、分布、媒介昆虫としての能力、ポピュ

レーションダイナミクスを研究中である。現在ではオーストラリアで最も爪要なウイルス

糾である bovineephemeral feverに対する sub-unitワクチンの開発研究に集中してし

ているとの •Ji であった。

Dr. East - Fly Vaccines 

オーストラリアにおいて、ハエが関与する家畜の病気には、 sheepbl ow fly、buffalo

f 1 yと screwworm flyが打名である。 sheep bl ow flyに関するロングポケット研究所

の研究段階は次の様である。ハエの幼虫からの:llli出物で平にワクチンを打ち、 invivoと

in vitroで幼虫の成長と生存率を，凋べて、免疫化の程度を濶杏している。現在では幼虫

の発育率に影袴が出たという結果が得られている。ワクチン製追の 1iJ能性が得られれば追

伝―r上学的手法を川いてハエの製撃から平を守れるようになると期待しているところであ

る。 Buffalo flyは約 70年ほど前にアジアから人ってきた。このハエは動物に対する古

は吸血のみであるが、牛などはこのためにいらいらするようになり、飼料の摂取が妨げら

れ、肉牛の生般の効率を 15% も低下させるので嫌われている。槃剤によるコントロール

が実施されているけれども、大頭数を規則的に行なわないと効果が少ないことが問題とな
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っており、最近になって、ダニに対して成功したワクチン投与と同様の方法を用いる免疫

試験が実施されるようになった段階である。 screw worm flyに効果のあるワクチンは現

のところ完成していない。実験では幼虫の抽出物を動物に注入すると、所み付けられた

卵や幼虫の成育に影響して成長が抑制される傾向があり、抗体としての反応が認められる

ので、 antigcneとしての機序を研究中である。メキシコ半島からアメリカ本士に異動す

る screwworm flyの防除には、半島内にコパルト照射による不稔バエのリリースを行っ

てプロックを作り防除に成功している。パプアニューギニアにおける screwworm flyの

防除については、幼虫を棟結して込ってもらい、オーストラリアで抗1fu梢を作り, Iりび送

り帰して牛に処附して、その効果を調べているところである。

ロングポケット研究所の研究内容は、昆虫・-ダニに起囚する家畜の病気をワクチンを開

発して防除しようとすることに撤しているようであった。初期の枯礎及び開発研究が完成

すると、研究のための資金が民間の製薬会社から導入され、市販に向かって共同開発が容

易に進められる様なンステムになっているようであった。この研究所の研究の方向は、現

実に経済問題となっている病気に対する対策であるために大変分かりやすく、眺味深いも

のがあった。特に、薬剤抵抗性が生じやすいダニや昆虫に対する「ワクチンの開発一免疫

の付与」による防御方法を聞発しようとする試みを高く評価しなければならないと息われ

た。

(7) Tropical Cattle Research Centre Rockhampton及び NationalCattle Breeding 

Station'Belmont' 訪間

(P. 0. Box 5545, Rockhampton Mall Centre, QLD. 4702) 

飛行機がブリスベーンからロックハンプトンに到着、図書と公報関係の Mrs. Annette 

Hallidayの出迎えを受け、その足で研究所に向かった。そこで Officer-in-chargeの Dr.

John Vercocに会い、所の概疫を聞き、ここで脊種改良された肉牛のドロウトマスターの

紹介ビデオを見ることができた。

1. Rockhampton研究所及び国立脊種牧場の成り立ちとその研究話動の概要

南回帰線の近くに位附するロックハンプトンの近郊にある研究所は、北オーストラリア

の肉牛育種の枯地として設立され、現在は AustralianMeat and Livestock Research & 

Development Corporationの所打となっている NationalBreeding Station'恥 Imon t' 

と共に設立された歴史を持っている。ロックハンプトンから北西 20kmの所にあり、研究

所に隣接して、敷地が 3,800haあるという Stati onのスタッフは CSIROに属し、研究所
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のスタッフが育種研究のフィールドとして使っているとの事であった。

Division of Tropical Animal Productionの目的が、熱幣と亜熱帯の肉牛生産の効率

化を図るための技術と管理力法の確立にあるために、この研究所の研究内容は、 Division

内の他のセンターの研究と補完関係にあることを強潤していた。

研究目標は、肉牛の生廂性、繁殖、生存率、成長速度、と休成紐等の改良であり、次の

ように大きく三つに分けて実施されている。

Genetic Options for Improvement 

これは史に戸つの小諜姐に分けられる。

・成長速度と繁殖率附進のための品種内選抜

8 生脱性向上のために必要な望ましい砕質を得るための品種間交雑

・経済的に重要な機能を制御している追伝子を知るための分子遺伝学の応川、複雑な

r-wの確認と、その知設を生苑成向上に適応させる技術の開発

Non-genetic Options for Improvement 

これには以下の二つの小課題に分けられ、それらのメカニズムを制御する生理的な要

囚を生産面へ適用を図る事が合まれる。

・繁l}r_i

・成長とと休の組成

Manipulation of Cattle Embryos 

これには繁如と追伝的改良の両）jからアプローチする。

、正常胚数の生廂性向上

會培旋による増殆

・性の決定

洛胚の長期間保存のための沫結技術の開発

2. Rockhamplonの研究者との会見

成長グループの Dr. D. B. Lindseyには、肉牛の成長型の人為的変更の理論を衿ねて

みた。オーストラリアの北部では乾期と雨期の成長形が異なり、栄裕摂取の少ない乾期に

成長速度が劣る。そのために乾期期間中のメタボリックレートを下げて体重の減少を少な

くする工夫が必要だと考えている。ステロイド系の TrenboloncAcetatc(TBA) をウシに
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投与するとメタポリックレートが 12~15%低下する事が判明しているので、この現象を乾

期のウシに応川し、体重の減少を防止するというのが大筋の理論であった。実験の結果で

は、維持飼料給与対照区に比較して TBA投与実験区は、その 85%の飼料給仔で体重を維

持した。家畜が体煎を減少させるときには体脂肪のみでなく、筋肉をも失うので、筋肉の

減少を防ぐための試みを併せて実施している。筋肉の分解に関与している物質を同定でき

れば、その活性を免疫学的方法によって制御可能だと考えており、乾期の体重の減少を軽

減することが可能であるということであった。

その後で、ウシの試験畜舎を見て回った。その中でも肌味を引いたのは、大きな箱型の

呼吸代謝試験装戦で、基部を水でシールしてウシの入った床全体に箱を上からかぶせるだ

けの簡単な装骰であった。非常に簡易で、経費も安価に済みそうな装骰であったので、

上地域等で広く応用が可能であるように思われた。

Molecular geneticsのグループの Dr. R. Drinkwaterにグループ内で行われている

究の方向、最近の成果について尋ねた。

分子生物学の発展により、分f追伝学の領域での応用が可能になり、各々の遺伝子の構

造と機能と生産課程における役割が見分けられるようになりつつあるので、例えば、ブラ

ーマンに見られる Pomoe'sdiseaseのように singlegeneによるものや、ダニに対する

抵抗性、保白質の荼積、休脂肪の代謝等が、血液または組織サンプルから見極められるよ

うになるであろうと予測していた。また、これまでに無い有用性質を持つ新家畜の創迅の

ために追伝子の Genemappingを実施しており、 markergeneの発見と、遺伝子操作技

術の附発を行っているとの事であった。

Embryo manipulationでは、性の決定、沫結方法の改良、胚の分割、品種や種の異なっ

た二種の細胞を持つキメラ牛の作出が当面の課題であるとの事であった。

また、そこで、担当の Dr. T. Williamsからスケールの大きな研究計画を耳にした。

アフリカのジンバプエから牛品種ツリ (Tul i) を、ザンビアからボラン (Boran) を、オ

ーストラリアに羽入するために、初期段階で施設をそれぞれの国に設骰して、そこで採取

した病理的に健康なそれぞれの牛の授粘卵を凍結して、家畜の検疫施設のあるインド洋上

のココス島に述び、オーストラリアから連れていったホルスタイン種の受卵牛に受胎させ

る計画である。

現在までの成粕では 100頭程が受胎に成功しており、各雌雄 25頭が生まれる計掠だそ

うであった。分娩した後、屈牛と子牛の双方にJii-j気等の異常が品められなければ、ロック
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ハンプトンに搬人して飼脊するとの 'Hであった。

National Breeding Station "Belmont' には MsHeather Burrowに案内されて訪間し

た。研究所から白動巾で約 10分ほどの所にあった。ここでは、従来よりアメリカのキン

グランチから羽入したアフリカンダ一種 (Africander)と、同じくアメリカから応f.人したブ

ラーマン種 (Brahman) にブリテッシュプリードのショートホーンとヘレフォードを交杞し

て雑種強勢を利用した育種を行っていた。ブリテッシュブリードに交杞したアフリカンダ

ーとプラーマンの比校では、ブラーマンとの交雑種の成長と）究肉に対する成紐が勝り、繁

殖性についてはアフリカンダーとの交雑種が勝っていた。しかし｀雑種の累代が進むに従

って、暑熱とダニに対する抵抗性が弱まっていく頼1,,1があるとの'Fであった。イi名な肉牛

品種”ベルモントレッド"(Bel mon l red)はアフリカンダーにショートホーンとヘレフォー

ドを交配して育種したものである。

また、ブラーマンとショートホーン（ヘレフォードか？）のキメラ牛がJけるということ

で近くまで見に行ってみたが、その時は折悪しく群れが道路から遠く離れていて、確詔す

ることが出来ず、存真に撮る事もできなかった。

その次に、ヘレフォードとショートホーンの交紀によるものから選抜され育種された、

超ダニ抵抗性の雄牛を見せてもらった。交杞された牛は両種ともプリテッシュプリードで

あるが、代を爪ねた選抜によってダニに対する抵抗性が勝れる特質を持つように改良され

たものである。 "Bui l of the future" と桁が呼んでおり、オーストラリア北部の牛肉'I:

産にこれから大いに冴仔するであろうと期待されていた。

非手術的方法による去勢方法 (immunologicalcastration)についての理論的な説明を、

Dr. M. J. D'Occhioから聞くことができた。

これは杓い雌牛が、乾期のように栄義条件の悪い時期に妊娠しないためと、洵汰の予定

になっている牛の妊娠を防ぐための下段として、排卵を抑制するために特殊な免疫抗休（

ワクチン）を注射して、排卵を誘起する物質を中和してしまう）j法である。この理論は卵

胞から黄体ホルモン (LH)を放出するためには黄体ホルモン放出ホルモン (LIIRII)が作用する

が、このホルモンの抗体を人工的に投与することによって、このホルモンの作川をブロッ

クするので、 Lilが形成されず、従って、次の卵胞刺激ホルモン (FSII) が放出されず、排卵

が不可能になる。この理論は雄牛の去勢にも応川でき、こう丸の発達と精子の形成を妨げ

ることができる。しかし、この免疫抗体の投与を中止すれば、雌雄とも機能を回復するこ

とが出来るということであった。免疫的に去勢した雄ウシは本来の方法で去勢したウシに
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比較して成長が良いという結果を得ている。

この研究所の研究方向と研究内容はや家畜生産に直接関連する研究として容易に理解で

き、親近感を持つことができた。しかしながら、例えば、卵移植技術の応用によって、ア

フリカから病気の危険性を排して品種を蒋入しようとする計画のように、発想としてはま

ったく新しい試みではあるが、それに要する個々の技術は、すでに開発された技術の組合

せによる応用であり，それらを実際の産業に生かして見せると言った面が強いように思わ

れた。オーストラリアに来て接することの出来たどの分野の研究においても、一貰して強

く感じられたこの傾向は、成果の利用を遠い将来に期待する、基礎的学問深化の単なる追

及というのではなく、生産に消接関連する研究の遂行のために既存の技術を巧妙に結びつ

け、この国の某幹廂業である腹業の生産性向上に寄与することを目的とする、一貰した研

究態度としての表れでは無かろうか。

(8) ジェームスクック大学熱楷獣医学大学院 (GraduateSchool of Tropical 

Veterinary Sciences, James Cook University) 

(Townsvil le, Qld., 4811) 

ロックハンプトンから小型飛行機 "short330" 30人乗りに乗った。この旅行で一番小

さな飛行機であったので不安に感じたが、無事 2時間半程の飛行時間でタウンズビルに到

着した。私の訪問に対して、大学から何も返事を得ていなかったので心配していたが、飛

行場には Dr. G. W. Hutchinsonが出迎えに来ていてくれ、心配事が一つ解梢した。彼は

日本の大学に一時滞在した事があり、親しみのある接し方をしてくれた。

午後から、学部長代理の Dr. D. B. Copemanに会い、大学院の概疫の説明をして［頁い

た。そこで、 JICAの汁1]外長期研修制度によって、一こか年HU派迎され、熱他の限版学をし'i-

攻している要田正治君に会い、色々と大学での授業の様了•や学生としての森らし易さ等を

聞いてみた。

熱帯獣医学大学院は '69にジェイムスクック大学内に熱術における広い分野の家畜衛生

に関する先進的な研究の中心となるように設立された。南綽 19゚ のタウンズビルにある

大学の位骰は、乾燥熱楷や湿憫熱 :ヽ17に容易に近付き得る所に立地し、応川研究の実施場所

としても好都合の場所である。

この大学院の店本目標の一つとして、オーストラリア及び他の熱幣地城で生話する人々

が必疫とする家畜の1U?:1,,1Iこのために貢献できる人材の投成を II 的とする教脊・ Mf~ シス

テムを完備すること、がある。従って、世界の熱帯地域からの家畜衛生と家畜生産に関す
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る研修プログラムに対する投求を反映して '71の受け人れ開始以来、 50カ国以上、全ての

大陸から研修生（大学院生）が入学している。現時点では家畜術生と家畜生産に関する学

科が用紅されているのみであるが、その応川として、比較病理学、人間に関する熱帯衛生

研究、野生動物等に関する研究をすることも可能である。

熱術の畜肢に関する研究活動は念クインスランドとノーザンテリトリーの粗放な半乾燥

地もサバンナ林地、多面林地幣や潅漑地楷の集約的改良草地、大学のダグラスキャンパ

ス等の、色々な熱楷環様のもとで実施されている。また、プラーマン、アフリカンダー、

サヒワールとプリテッシュブリードの交配による屈礎群が、タウンズビル近郊のチャータ

ータウンにある熱幣獣l欠研究所 (TropicalVeterinary Research Station)で作出されてお

り、熱梢獣医学大学院と共団して、品種特性、栄挫、繁殖、疫学的研究等に重、点を骰いた

広い範囲の学際的な研究が行われている。

L ジェームスクック大学における国際研究協力の概要

大学では長年にわたって、アジア、アフリカや他の熱幣地城におけるプロジェクトを支

援してきた。その中でも主災なプロジェクトを挙げると、 ADABからの資金援助を得て、

インドネシアのボゴールの家畜疾病研究所 (ResearchIns ti lute of Animal Diseases)に

おいて、 Balitveし Projectを実施している。研究所では病理学、細菌学、ウイルス学、

奇 ~t 虫学、ぷ物学の五つの分野において、技術及び研究 IU!での協力が図られており、スタ

ッフは治放と研究の両方に関与している。

ポゴールのプロジェクトに携わっている人員構成は、プロジェクトマネージャー］名、

研究員 5名、技術員 6名、庶務詔学関係 2名、大学側関係者 3名から成っている。

プロジェクトの最初の頃の野外話動は、西、中央、束ジャワに集中していた。現在では

缶苑）,J (Department of Livestock Services)と共同して括動している。水牛を合む牛の伝

染病の関係では、 T. enansi(surra) によって引き起こされるトリバノゾーマ症の流行、

汚染範囲、症状の現われ）j等を爪波視している。牛乳生苑 iii• u11jの援助は、細 l討学のグルー

プよってなされ、感染性の不妊症、乳り｝炎が対象である。 Research fnstitute for 

Animal Production(RlAP)、USAid Programと共詞して、奇生出証と小）又すう家畜の生祁

性に関する研究を西ジャワで実施している。ウイルス病関係では、農家のニワトリの感染

症に関する研究を実施している。毒物学の分野では、アフラトキシンの徽1JJに対する防除

法の開発が最大のI関心事である。

反すう家帝の malignantcatarrhal fever、昆虫の楳介病とその幼虫をも合んだ治板法
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の改良は ACIARからの資金援助のよって MalignantCatarrh Project として Balitvet

Projectの実施サイトと loJーの研究所で実施している。現場の研究員は l名、大学側 l名

で構成されている。

これ笠に加えて、 AC!ARの援助により、家畜の牽引））を利mする股耕技術休系に関する

研究計両が、後述する多彩な研究機関の組合せからなる組織構成によって、ボゴールの

Research Institute for Animal Productionで実施されている。

その他に、大学のスタッフは、インドネシア、タイ、エチオピア等において、研究．諮

問、教育関係のプロジェクトに関係して1丙動しているとのことであった。

2. 大学研究者との話し合い

学部長代刑の Dr. D. B. Copemanは細 I府‘学が 1・りprjであったが、大学院の一般的な迎似；

面について話してもらった。現在は 25名以上の博J:,課利の者、 35名の修」：課程の者がお

り、大学院生は 70名を限度としている。ウシ（反すう動物）とそれに 1対辿する動物の病

気に関する研究を主体に、イヌ、ニワトリ、魚類、エビ、ワニ、ワラビー、カメ、エミュ

ー等の病気に関する研究をしている。授業料は年間 7,000A$であるが、その '15%を白己

負担で、 55%を政府が負担しているのが現状である。課程囮修、研究、論文作成に多額の

費用を必要とし、符に洵外からの学生には、ローカルの学生に比べて、 3~4倍の）Jを注

がなければならず、そのために大学院の述'i吝予狩が不足の状態となっているので、政府の

位担を軽減するために、洵外からの学生には、授業料等を応分に位担してもらうように計

両しているということであった。

Dr. G. W. Hutchinsonは寄生虫学がが門で、ウシのバベシア症とイヌ科のバベシア症

についての話を伺った。待にイヌのバベシア症は '66にオーストラリアで最初に報告され

たもので、 Babesiacanisによって引き起こされるという。この駆虫症の媒介は Brown

dog tick(Rhipicephalus sanguincus)によるものであることが判明している。屎外の研究

施設を見学するために水牛の畜舎にいったが、かなり古いものであった。牛と水牛、それ

に犬が飼育されていた。犬のバベシア症の研究に使うものだそうである。周囲にはディン

ゴが屈るそうで、ディンゴと普通の犬との間で白然交配も行われるとの 'llであった。水牛

は 1800年の終り頃にダーウイン近くでも野生化したものが屈たが、今では捕らえて家畜

としているか、殺処分しているので野生のものは肘ないそうである。

その後で Dr. J. S. Glazebrookから汁0汗病理生物学について話をしてもらった。水柄

の中に 10種に近いエビが飼われ、エビのがi気についての研究を行っていた。エビの頭部
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に寄生虫が付き、多くの被宮が出ていたが、他の寄生虫（スーパーパラサイト）が天敵と

してこの寄生虫を殺してくれることが分かり、予防の力法が判明したが、トレス悔峡の突

き出た岬を境にして一方にこのスーパーパラサイトが生息して屈ないので、移植を試みて

いるということであった。

町．じ Tclcniによって、家畜栄義に関する研究話動の紹介をしてもらったが、熱楷の

飼料作物、スピアーグラス (speargrass) を給仔した肉ウシとヒッジの栄義に研究の重点

を骰いており、特に疏黄 (S) と尿素との組み合わせ給与の効果、ルーメン微生物の繊維の

発酵に対する疏黄給仔の影瞥、熱常の乾牧爪の利用効率と砿彼の関係笠を調べているが、

疏黄の給与が窒素の裕積を増すばかりでなく、摂取と梢化性を高めるうえで不可欠である

ことが明らかとなったと言うことであった。

繁殆生理については Dr。 K. W. Entwistleから説明を聞いたが、彼が直点を置く研究

内容は、熱梢圏にある北クインスランドの肉牛の繁殖成組の向上に関するものが中心であ

り、インド系の牛やその交雑種の分娩後の発梢再帰に関する研究、インド系牛の妊娠中の

胎児及び胎液、粘脱守了•宮内部の成長パターンに関する研究、インド系の雄牛の繁殖能）J

に関する研究、オーストラリアの沼沢水牛の繁殖生態に関するものであった。

その他として、アフリカンダー、プラーマン、サヒワールの交雑種の病気抵抗性、生産

性、繁州能力を濶査中であるとの事であった。 5年間の成紐の分析結果では、年と年との

間の相迎が非常に大きく、種間の差異は明確でなかったが、選抜された交雑種群の繁殖性

の追伝的パラメターの推定を行っているところとの事であった。

1985年に開催された ACIARDraught Animal Power Workshopにおいて、その項要性が

誌識されて以来、インドネシア・ポゴールにおいて ACIARの援助による予備試験が開始

された。この DraughtAnimal Power(DAP) Projectについて、プロジェクトのコーディ

ネーターである Dr. J. Pcthcramから、研究の進展や話動の様子をllHくことが出来た。

図ー 12に示したように、ボゴールにある Researchlnsti tute for Animal Productionと

ジェームスクック大学、 CSIROタウンズビル、メルボルン大学が共同してこのプロジェ

クトを推進している。大学からはプロジェクトリーダー 1名、研究者 5名、技術職 1名が

参加している。更に、大学側からは 2名の研究者、 1名の技術職が）Ullわり、労役中の牛の

栄投に関する研究括動に従事している。

予伽研究 (i) 皮猜温、直腸温、呼吸廂、心拍数等
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l CSIRO - JCU -Coo rd ina tion 

I Nutrition 
I j 

-Physiology/ Nutrition 

-DAP Farming Systems 

-Hearth/ Reproduction 

PROJECT 85'16 

ACAIR 抑 T-OAP Farming Systems 

PROJECT 8547 -Nutrition 

-Reproduction 

-Economics 

-Farming Systems 

-~-[ CAER - Economics I 

-----------—______ __] 

ACIAR Australian Centre for International Agricultural Research 

BPT Balai Penelitian Ternak, Indonesia (or RIAP) 

CAER Centre for Agro-Economic Research, Indonesia 

CSIRO Commonweal th Scientific and Industrial Research Organisation 

JCU James Cook University of North Queensland 

RIAP Research Institute for Animal Production, Indonesia (BPT) 

UM University of Melbourne 

図ー 12 ACIAIR DAPプロジェクトの組織
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(ii)牽引器具の開発

(iii)環境生理研究；環境温度、湿度、風速に対する動物の反応、コンピ

ュータープログラムの開発

牛と水牛の労役と生理的反応

集約的トレッドミル (treadmill) 研究

このように、 ACIAROAP Projectは、束南アジアにおける畜力利川に対する学際的な研

究プロジェクトであり、畜力を利用し産業化することによって殷家の利益を増大させる試

みとして設定されている。オーストラリアから参加している共同研究を行う研究所は、図

-12のように、 ごつの ACIARプロジェクトからなり、研究方向は大きく分けて殷業経済

からのアプローチと、家畜栄浪、繁州、家畜衛生を含む畜力利用による有畜営殷システム

の構築からなっている。畜所に限らず色々な方面からの学際的な組み合わせによって研究

を実施しており、中心のコーディネイトを JCUが行う組織になっている。

ジャワの現地では三ヵ所の試験地が設定され、 Pandansari, Bogorでは労役用の水牛の

飼料給りと労働凩の椋準作りのための飼羹試験を行っており、 Subangにある Pada-muya

と Tanjun-wangi のニヵ所の試験地では、牛と水牛を使って、 1頭立てと 2頭立ての場合

の農耕労働力についての研究を行っている。

なお、このプロジェクトでは、家畜の労役研究の経過報告や内容の紹介のために、年に

3回ほど DAPProject Bulletinを発行している。

2) オーストラリア農業研究調杏旅行の感想

ォーストラリアの束汁り作部は、中央及び西悔！や部に比較して雨屈が多く、種々の農業が

盛んであるために、比較的人口が槻密であることもあり、他産業や行政等の中枢が集中す

る幣状の地楷を形成している。動物に例えれば、それは丁度背骨のような様相になってお

り、股業研究閥杏も、シドニー、キャンベラ、ブリスベーン、ロックハンプトン、タウン

ズビル、ケアンズと、束悔岸を北上していったが、北上するに連れて、気候は温帯性から

熱楷性へと変化していくことが体感された。しかしながら、この調査では、オーストラリ

ア大陸の1/3を占める熱帯域と広範な内陸乾燥地楷の動植物の生態系を [iにすることが出

来なかったので、潤介自体が全体を網羅するほど卜分なものとは言えず、私の皮相的な見

揖lと、それを私なりに咀咽した理解では、オーストラリアが持つ間題の本質とは多分にず
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れがあろうから、近い将来には、内陸部の乾燥地農業（畜産）についての調査も別途必要

になろうと思われた。

オーストラリア大陸は周囲を広い悔域に囲まれ、気候及び地勢的多様性を持っており、

将来どのようにも話用可能な、様々な形態の農業を営むことのできる潜在力を保持してい

ることが伺われたが、現在では、農産物輸出に対する世界的不況、特に羊毛産業の不況が

この国の農業研究の活性化の勢いを削いでいることが、様々な立場の人から伺い知ること

ができた。農業研究費の一部が農産物輸出益の仲から拠出されていること、例えば医薬品

などの開発研究は製梨会社と共同で行なう等、産業と密接に結び付いた研究体制となって

いることが、世界的農業不況の影響を受ける直接の要因なのであろうか。

しかし、それでもなお、農業の実際面で最も今日的な問題の解決に肉迫していく研究

の問題紅識の持ち方には、我々も学ぶべきものがあると思われた。

このような研究推進の仕組みを日本国内で国が行なう農業研究に反映させるには、種々

の制約があることは自明であろう。前述のように、関連の産業界から直接研究費の一部を

拠出してもらうために、特定の分野に的を絞って貢献することが必要であれば、自ずから

研究方向を規制しなければならない一面もあろうし、公共へのみ奉仕すべき倫理と、企業

理念との間の区分を如何にすべきか、問題点も多いと思われる。しかしながら、このよう

な考えのもとに行動することによって、 fl¥]起を抱える現場や旅業界からのニーズに受動的

に応えるのではなく、具体的、直接的に近い将来解決すべき問題は何かを、一歩進んで先

取りする感党が研究者の内に没われてくるのではないかと期待をしたい。それに加えて、

研究計画立案のために、直接現場に立って現実を見る機会も多くなろう。研究のレベルや

手法は、必ずしも甚礎・基盤的な研究内容でなくとも、それが直接現場に貢献できるもの

であれば、利用が可能と思われる既存の研究成果を学際的に組合わせて、新しい展開を期

するものであっていいのではなかろうか。

熱帯地域の家畜牛の生産性向上のためには、暑熱や熱楷特~-の病気に抵抗性を持たない

が、本来生脱性の翡いヨーロッパ系の牛に、インドまたはアフリカ系の牛山来の暑熱及び

病気抵抗性を交雑によって付与する育種方法が一般的である。特に、オーストラリアでは

近年盛んに交雑育種が実施され、数々の成果を世に Ill]うていることは周知の事実である。

今回の濶査によっても、アフリカから、ボランとツリの 2種を 厳密な検疫制度のもとに

、卵移植を応用しながら数段構えでオーストラリア本士に消人を図っていることが明らか

となった。種畜の選定と導入のために、主権の及ばない外国との折衝やアフリカとの間の
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距離及び時間的な条件に加え、導入家畜が持ち込む可能性のある病気への配磁、収容施設

の建設、それら一切の経費等に思いを馳せるとき、その遠大な廿両を知るにつれ、アング

ロサクソンが持つ，汁両性と、ロングレンジの成呆を次代に関l特する我慢強い粕神構辿には

驚かされもし、根本となる発想の違いを痛感させられた思いでいる。単年度主義の会計法

や、ともすればショートレンジの持ち時間に縛られがちな我々には、到底発想もできず、

実施もし得ない計画ではなかろうか。
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llI おわりに

最後の楽園とか、天国に一番近い島とか、島しょの生話の美しい一面のみをとらえて、

一時の外来者的唸お客さま的に評価を下すごとは困難ではないが、島の生産、特に農産物

の生産には種々の点で

根菜類が多く、

を持ぅていることを知ることが必要である。例えば、生産物は

通性に難があるここ輸出を図れば翰送に経費を要すること、

小凩集仙のために）~ll 1: プラントの稼動性が低いことが指摘される。その上に, I煤業協力、

技術援助には、他地岐に比較して多大なコストを必疫としても、！｝｝］発された技術は主要な

島内に留まるのみで、周辺への経済的波及効果が小さいことから、カナダの IDRCの見解

のように、大国の技術援助計画の中のオセアニアに対する関心は段々と遠退きつつあるよ

うに感じられる。

オーストラリアの技術協力にしても、今回調査した阪りでは、波及効果が期待されるイ

ンドネシアで実施されている、学際的な ACIARDAPプロジェクト関述のみであった。こ

れからの先進援助囚の閃心は、人きな)j向として伶安定しつつあるベトナムであり t 次い

で安定後のビルマ、うオス、カンボジア等であることが伺われた" 1l ::1て、オセアニアの

しょ J!閉業への研究協力についてはぅこれらの趨勢、日本の扱勘戦略、及び将来の熱

センターの研究戦略の策定等を勘案して）j向を定める必要があろうが、 lll:界の示す

趨勢やオセアニア農業の重要度隋必投性等からみて，その爪み付けは迄決して最重要とは

判断されないと予測される。

熱術股業研究センターの研究協力括動を充展的に拡大させる一つの方法として、他の農

業先進国の研究機関と何等かの水平的な連携を行い、共同して途 Jこ第三国との研究協力を

行なう計画について、 CIRC と熱術農業研究センターとの研究協力の可能性の項で述べた

が、その実況の必股性について、再度強謁したい。特に、 ClRC、ACIARや ADABの

機能についての判州を深めていけば、オセアニアや束南アジアの研究協力のための最良の

パートナーと成り得るものと比［われる。また、将来は外国国籍を持つ研究者の参加を求め

究を遂行していく場合も想定される。そのような事態の到来に祉iiえて、これから出来

るかぎり受け入れの準仙をしていかなければならないと思われるが、途上国に対する研究

協力の両袈の一方として、辿いながらも隣国の位骰にあるオーストラリアの CSIRO傘―ド

の各研究機関が適当と思われる。
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村落の風既 傾斜地の畑には種々の作物が

況栽されている

シガトカ近郊もフィジ一
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コロニピア農業試験坦

スパ、フィジ一

シガトカ畜祁試験場の草地、過放牧のため

か表土が剥離し始めている

シガトカ、フィジ一



フィジーの人達の主食となるタロ

スバ、フィジ一

スバの青呆市場 人々が集まり、ローカ
特別大きなタロ 島々には固有の栽培種を

ル色豊かな食料が売買される

スバ、フィジ一
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プリテッシュプリードとインド又はアフリ

カ系牛の交配による肉牛の改良

National Breeding Sta. ・Belmont' 

オーストラリア

成熟し、床に落ちたダニは、床を水洗して

収集し、子虫を孵化させて育て、薬剤抵抗

性を判定する指標に川いる

Long Poe kc t Lab. オーストラリア
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CSIRO所／属の TropicalCattle Research 

Centre Rockhampton 

オーストラリア

薬剤抵抗性ダニの牛体を川いての培狡

Long Poe kc t Lab. オーストラリア



村落のプタ 現在では外来の血液が羽入さ

れ、土着柚は激減しているものの飼脊方法

は昔通り ラエ近郊、 PNC

村落住民の不足する聾白源として利mが期

待されるモルモット ラエ PNG 

インドネシアから祁入されたとい弓ヒンi

プリアンガン種 ポートモレスピ- PN 
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山の中腹や頂上まで這い上がった焼畑の勤

オチガヤに覆われている ラエ PNG 
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スクリュウワームフライ

蠅の飼育~ 虫卵の採取のため

ポートモレスピー PNG 

スクリュウワームフライ

ウジの飼脊 特殊マットにしみ込ませた特

別な飼料中で育つ サナギ採取のため

ポートモレスピー PNG 








